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ごあいさつ 

 

 

 

           稚内北星学園大学 

            学長  斉 藤  吉 広 

 

 

 

 稚内北星学園は、1987（昭和 62）年に稚内北星学園短期大学として誕生しました。そこに至る過

程で先人の多大な努力がありましたが、その設立認可申請文書には次のような一節があります。

本学園はその出発当初から、いわば「地（知）の拠点」としての役割を期待されてきたということ

になります。 

 

教育、文化機能の中核としての高等教育機関を整備することは、魅力ある地域社会を形

成し、地域開発を促し、安定した生活と豊かな地域社会の創造を目指す当市の発展にと

って極めて重要な意義をもつものである。 

 

 2000（平成 12）年に四年制大学として新たな出発を果たした際には、「最北端は最先端」のスロ

ーガンの下で＜JAVA、C 言語、ネットワーク＞を中心に先進的な IT 教育を実践しました。情報社

会の高度化と複雑化に対応できる能力を備えた有為な人材を数多く輩出するとともに、レーザー

光を用いたインターネット回線システムを地域に構築するなどの貢献も果たしました。 

 そのうえで、2007（平成 19）年、佐々木政憲学長の下で、改めて“建学の精神”に則った組織や

カリキュラムの再構築が行われ、「地域に貢献する人材の育成」という使命を果たすための改革を

進めることになります。学ぶ内容として地域が抱える課題を対象とするというだけでなく、学ぶ

方法として＜街を教室＞にしたアクティブ・ラーニングに取り組むという面でも、地域志向が強

化されていきました。 

 同時に、地域の行政・経済界・各種団体・市民との地道な関係構築を重ね、稚内・宗谷地域と

の日常的な連携が深まっていきます。そしてそれは、地域の皆さんにとって“大学”が少しずつ

身近な存在になっていったプロセスでもあったと思います。 
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 2014（平成 26）年度の「地（知）の拠点」（COC 事業、５年間）としての採択を受けることができた

のは、そうした佐々木学長路線の一つの結実でした。どんなに魅力的な事業計画であったとして

も、実績に基づかない構想は実現可能だとはみなされないからです。 

 この報告書は、当該期間の本学 COC 事業の成果と問題点を網羅的に記録し、学内外で共有でき

るようにすること、そして次のステップに踏み出すうえでの教訓を得るための基礎資料とする目

的で作成されました。 

 予算が付いたのが 26 年度の 10 月であったため、その点ではごく短期間の事業成果ということ

になりますが、従前からの本学の地域連携活動をも含めた活動紹介として受け止めていただけれ

ば幸いです。 
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１．事 業 概 要（申請書より抜粋） 

 

 地域課題解決型のアクティブ・ラーニングの機会を広げることによって、学生が社会との関わ

りを実感しながらチーム力及びマネジメント能力を高められるようカリキュラムを改善し、地域

社会に貢献する能力と意欲を持った人材を育成する。とりわけ、以下の課題に取り組む。 

 ① 小・中・高の生徒に対する地域の教育力を高める活動に大学が積極的に関わり、放課後学習

への支援、授業における ICT 利用の支援、情報モラル教育などを履修科目と結び付けて展開

する。 

 ② インターネットを活用した地域の観光資源の発掘及び観光情報の発信、また観光ガイドアプ

リの制作やプロジェクションマッピングなど地域との共同事業に学生が主体的に参加して

いける仕組みをつくる。 

 ③ 中心市街地活性化ために、空き店舗を利用した「まちなかメディアラボ」を設置・運営し、

学生のボランティアやイベント参加などの地域活動や交流・学習教育・情報発信の拠点とし

て整備する。 

 

 

Ⅰ．大学の目的・目標を踏まえた「地域志向」 

 

（１）建学の精神における地域志向 

 本学は、寄附行為第３条及び学則第１条において、大学の目的を以下のように規定している。 

本学は、教育基本法及び学校教育法に基づく大学の教育をおこない、地域社会に貢献し、キリス

ト教精神の根底にある人間の自由と尊厳を重んじ平和を愛する人材を育成することを目的とする。 

 本学は、このように地域社会に貢献する人材の育成を建学の精神として掲げながら、昭和 62

（1987）年に稚内北星学園短期大学として設立され、平成 12（2000）年に四年制の稚内北星学園大

学に改組されて今日に至っている。建学の精神がこのように打ち立てられたのは、稚内市が宗谷

圏域全体の発展を遂げるための不可欠な柱として高等教育機関の設立を位置づけたからである。

すなわち、「宗谷の地に高等教育機関を」という地域社会の要請が本学の出発点であった。そのた

め、用地・校舎・施設等、大学設置にかかわる費用はすべて稚内市及び地元企業が負担しており、

北海道で最初の公設民営大学となった。 

 

（２）本学の地域志向の内容 

 第一に、大学の教育と研究の成果を地域に還元し、地域づくりに活かしていくことを重視して

いる。本学は短大開学時から、情報メディアの最新の動向を研究し、高度情報化に適応できる人

材育成と教育に携わってきた。さらに四年制となって「情報メディア学部」を設けた際には、情
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報メディア技術の修得に加え、その社会的意味を十全に把握すること（社会科学的理解）及び効果

的に表現すること（コンテンツ制作・アート表現）も含めた幅広いスキルと知見を獲得できるようカ

リキュラムを構成した。 

 本学はこれらの教育と研究の成果を公開講座や講演会及び事業受託などの形で地域に伝え・活

かし、地域の知的資産として共有し、地域の発展に貢献してきた。また本学は稚内市を中心に中

学校・高等学校の教員や自治体職員を輩出しており、稚内市役所及び地元産業界では本学出身者

が多く活躍している。このように情報メディアの教育と研究の成果を地域の教育・行政・産業活

動に活かすとともに、それらの活動を支える人材を育成することが本学の目指す第一の大学像で

ある。 

 第二に、地域社会とともに生き、地域文化をともにつくりあげる大学になることを目指してい

る。本学の教育活動には前稚内市長や前教育長、さらには地元教育界や産業界やまちづくり団体

のリーダー、自治体職員や地元在住の学識経験者などの協力を得ており、地域の文化を継承し創

造する拠点となっている。 

 また＜街を教室に＞というコンセプトの下で、例えば、映像による地域情報発信を内容とした

授業からは数多くのコンテスト受賞作品を生み出し、その活動を母体とした NPO 法人の設立とい

う成果も生んだ。地元のバス乗り換え案内アプリの制作や地域デジタルアーカイブの構築などの

形でも、教育研究を地域社会に結びつけている。利尻島・礼文島における地域観光資源の開拓を

目的とした域学連携事業にも演習科目の一環として参画し、参加した学生たちの地域課題への目

覚めと深い達成感をもたらす貴重な経験となった。さらに、課外活動を通じて学生が小中学生の

放課後学習支援などの実績を積み、地域からの信頼を獲得している。 

 現在、社会人の生涯学習に応えられる昼夜開講制としている。情報メディアの教育と研究の成

果がここで学ぶ社会人によって地域の医療や防災やビジネスの現場で活かされるとともに、彼ら

の日々の暮らしをより知的で豊かなものにしており、大学の人材育成及び地域貢献として大きな

成果を上げつつあると言える。 
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Ⅱ．「地域」の設定 

 

１．「地域」の図 

 

２．「地域」の課題等 

（１）「地域」に含まれる各自治体の人口と財政力の現状 

都道府県・市区町村 H22 国勢調査人口 財政力指数（21～23 平均） 

稚内市 39,565 人 0.381 

 

（２）「地域」の課題 

 稚内市は、昭和52（1977）年の200カイリ規制によって主力の水産業の衰退と人口減少が著しく、

新たな産業振興・まちづくり及び人材育成が課題となっている。今回の申請に係っては、本学が

これまで地域において培ってきた教育・研究・社会貢献の実績を基礎に、① 地域の教育力向上、

② 観光まちづくり、③ 中心市街地活性化の側面から課題解決に取り組む。 

 ①地域の教育力は、児童・生徒に対する学校教育及び社会教育の両分野における環境や人材に

よって構成されるが、現在稚内市及び利尻町ではとりわけ “学力向上”が課題となっている。稚

内市教育委員会によれば、稚内市は児童の全国学力テストの結果で全国水準を下回り、特に市街

地の小学校では、３年生の算数でつまずくことなどを機に学力の伸び悩む子どもが多くなるが、

家庭の事情による放課後学習の不足が背景にある。また授業における ICT 利用が遅れており、コ

ンテンツの整備や教員のスキル向上が求められている。 

 ②観光産業は稚内市における新たな基幹産業の一つになりつつあるが、入込数は漸減傾向にあ

り、平成 22（2010）年の観光振興計画では「再生」が必要だとされ、特に「行きたいと思う観光地

としてのイメージづくり」を改革方向の第一として掲げ、本年度より本計画の見直しが計画され

ている。さらに、平成 27（2015）年度の北海道新幹線開業によって北海道観光の道南・道央へのシ

フトは避けられず、道北の観光経済は大きな打撃を受けると言われている。そうした中稚内市観
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光交流課は、インターネットを活用した情報発信の工夫やスピード感及び宿泊施設や飲食店にお

けるホスピタリティ向上に課題が多いとしている。 

 ③稚内市は従来の「水産だけのまち」からの脱皮を目指して、稚内駅周辺を中心に「みなと」

と中心市街地との一体的な再開発を実施したが、中心市街地への再開発効果が未だ芳しくない。

他方、高齢者用住宅の入居者や市立病院への通院者をはじめとして中央地区における高齢者の人

の流れは多く、また共働き世帯率が高いにもかかわらず子ども向けの放課後の居場所及び学習支

援を行う施設が少ない。空き店舗の利用などによって高齢者や子どもが安心して楽しく過し、か

つ異世代が交流できるような場の創出が求められている。 

 

３．当該「地域」を対象とする理由 

 稚内市は 760 ㎢あり、東京 23 区を合わせた面積（621 ㎢）よりも広い。９つの町村を合わせた宗

谷総合振興局管内では 4,600 ㎢に達し、京都府とほぼ同じ規模であるから、都府県と並べると 30

位程度の広さである。また本学から最も近い高等教育機関は上川総合振興局管内の名寄市立大学

であるが、直線距離で 120km 以上あり、東京駅からの距離で言えば富士宮や甲府や日光よりも遠

い。この地に唯一の高等教育機関として存在する本学は、この地域が独自に抱える課題に教育・

研究・社会貢献の全般にわたって取り組まなければならない。とりわけ本学の設立母体となった

稚内市のニーズに応えて人材を育成し、まちづくりに参画することは大学としての使命である。 

 稚内市の平成 26(2013)年～30（2018）年の基本計画として策定された「第４次稚内市総合計画 後

期基本計画」には次のように記されており、本学との包括連携協定を取り結ぶ運びにもなってい

る。 

 大学と綿密な連携を保持しながら、市民に身近な教育機関となるよう、市民に対して生涯学習

の機会を提供するとともに、大学が持つ教育設備等を地域へ開放・還元します。また、地域の人

材と知識を集積する＜知（地）の拠点＞としての大学の姿を確立し、地域産業との結びつきを強め

ることで、地域振興・地域活性化につなげます。 

 利尻町とは主に教育委員会との協議を行い、学生による小中学生への学習支援を入口としたさ

まざまな連携への期待が高いことから、対象とする。 

 これまでの連携の実績としては、「Ⅰ.大学の目的・目標を踏まえた「地域志向」」の項で述べた

こと以外に、以下のような活動を挙げることができる。 

 稚内市は「稚内観光マイスター」を認定するための試験を実施しているが、現在本学がその試

験問題の作成と採点を受託している。夏季観光では稚内市の「南中ソーラン祭」「稚内みなと南極

まつり」での司会や出演に、冬季観光では「稚内みなとまちづくり懇談会」のメンバーとして「彩
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北わっキャナイト」の企画実行に参加している。また、稚内青年会議所との連携も緊密で、平成

22（2010）年には本学学生と共同で市民議会を立ち上げ「学生寺子屋」を提案し、平成 24（2012）

年は電気自動車による列島縦断「稚内情熱キャラバン隊」に参加するなど、多方面で活動を続け

ている。さらに、市内の NPO 法人「街にいき隊」と共に中心市街地活性化に向けた活動を行った。

また、「稚内新エネルギー研究会」との連携では風力発電＋燃料電池という世界で最初かつ唯一の

再生可能エネルギーシステムの構築や大規模太陽光発電施設の誘致を行った。 

 稚内市の事業では「稚内市まちなか居住ポータルサイト」作成、「稚内市地域公共交通活性化再

生総合事業」、「稚内スマートコミュニティ」事業等多くの事業を受託している。また、平成22（2010）

年度から稚内市の広報誌「広報わっかない」の編集・作成を行い、市民に好評である。また地元

産業界との関係においては、稚内商工会議所の「地域力連携拠点事業」（経産省）に IT 講座の担当

としてパートナー参加する他、函館税関稚内支署等のロシア語講座や日本電信電話ユーザー協会

のパソコン講習等を毎年実施している。 

 なお、稚内市及び宗谷総合振興局管内の９つの町村は「宗谷定住自立圏」を構成し、生活基盤

や経済基盤を相互協力関係の下で整備しようとしている。そしてその実現のために中心市稚内と

個々の町村とが結んだ協定書にはすべて、「稚内北星学園大学の活用を推進する」との一文が添え

られている。本申請における連携自治体として利尻町以外の名を記載できる段階には至っていな

いが、現在、豊富町の観光情報発信への協力を平成 26（2014）年度の「社会教育計画」における演

習課題とすることが決まっており、また、猿払村の小中学生の放課後学習を本学学生が通信によ

って支援する構想の準備を始めている。宗谷唯一の高等教育機関である本学への期待に応えて大

いに「活用」してもらえるよう、本学から働きかけながら、徐々に連携する自治体を広げていく。 

 

 

Ⅲ．地域を志向した教育・研究・社会貢献の現状と達成目標及び具体的取組 

 

１．全体 

（１）地域の事情に適合的な年間日程へ 

 寒冷地特有の問題であるが、これまでは、本学の夏休みが始まると間もなく小中高校の２学期

が始まるという設定となっていた。学生が街に出て地域の教育力向上に寄与するためには、両者

の夏休み期間の重なりを大きくすることが望ましい。他大学教員による集中講義の実施に齟齬を

きたさないようにするなどカリキュラムの遂行上支障の生じない限りにおいて、年間日程の変更

を平成 27（2015）年度から実施できるよう準備する。 
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（２）コース制の導入 

 平成 27（2015）年度から１学科（情報メディア学科）５コース制（情報テクノロジーコース、地域デザ

インコース、メディア表現コース、ビジネス観光コース、数学教育コース）に移行することを決めているが、

これは地域の進路志向に対応した選択肢を分かりやすい形で提供しようとするものである。また

専門教育については教員ごとの個別の指導ではなく、コースごとの教員集団による指導によって

学習効果を高めるという目的を持っており、学生の側からすれば、相互のコミュニケーションを

図りながら問題解決に向かうことで、より高度な能力を発揮できるようになる。さらには次に述

べるアクティブ・ラーニング拠点の整備によって、コースの枠を超えて異なる専門性を持ち寄っ

て地域の課題に取り組む、プロジェクト型実践の機会も積極的に設けていく。 

 

（３）アクティブ・ラーニングの拠点整備 

 アクティブ・ラーニング、とりわけ地域課題の発見・解決のための＜街を教室に＞をコンセプ

トとした科目を豊富化させる。またこのアクティブ・ラーニングないしラーニング・コモンズの

拠点として学内に「わくほくメディアラボ」を設け、学生の能動的かつ共同的な学習を支援する。

さらに教職員と学生が直に地域の人や課題にアクセスし、交流、協働することができるよう、中

央商店街の空き店舗に「まちなかメディアラボ」を設ける。 

 学生にとっては、必要な場面で、文脈に即して情報メディアを活用するという実践的な学習が

何よりも効果的である。課題解決に向けたプロセスの中でコミュニケーション力やチーム力を高

め、世の中の仕組みを知り、学ぶことと社会とのつながりを実感し、そして何よりも自己肯定感

を深めることができる。地域課題取り組んだ学生が主体となって行う半期ごとの「地域活動報告

会」を、経験交流の場として活かしながら活動を推進する。 

 

（４）地域志向科目の豊富化 

 カリキュラムについては、全学生が地域志向活動に触れる機会を増加させることとし、地域イ

ベントへの参加などこれまで個人的でボランタリーであった活動も、可能なものは授業の一環と

して有機的に組み込んで学問的な裏付けを伴った活動として位置付けていく。共通科目で地域志

向の基盤的な視点を学び、専門科目で学科ごと（平成 27（2015）年度入学生からはコースごと）の専門

性に応じた地域課題対応の演習・実習を行えるようカリキュラムを整備するとともに、地域志向

科目としての科目間のつながりを学生に明示する。 
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 また、講義・演習への地元人材の招聘もより拡大し、地域の歴史・文化や産業についての知見

を、現場で携わってきた市民から生き生きとした形で学ぶ機会とするとともに、そこで生まれた

交流が学生のキャリア形成や人間的成長に資するよう工夫していく。 

 

（５）地域連携の強化と拡大 

 地域連携に関しては、本申請で採択されない場合でも、継続的に地域連携を深める組織体制と

カリキュラムの構築を目指すという立場から、まず、これまで結んでいなかった稚内市との包括

連携協定の締結に向けて稚内市政策調整部との協議を始めた。そしてその協定を実質的に機能さ

せるために、大学と稚内市相互の継続的な議論の場を設定する必要性についいても確認した。今

後、地域の課題それぞれにおいて稚内市、関連機関・団体及び市民との交流を続け、PDCA サイク

ルに則った実践を積み重ねていく。 

 一方、「Ⅱ3」で述べたようにこの地域は広大であり、しかも交通システムが脆弱である。学生

の移動などに（特に冬期間は）困難が大きいため、そうした条件を無視した形で連携を拡大するこ

とはできないが、宗谷の他の町村も含め連携関係を築いていけるよう準備を進める。 

 

（６）地域の再生・活性化プラン 

・「Ⅱ２（２）」で上げた地域の課題①地域の教育力向上については、稚内市内４つの小学校で実施

されている放課後学習支援「グングン塾」に本学学生を学力向上指導助手として派遣する。学

内に地域教育支援室を設置し、参加する学生の登録や反省交流会を運営するとともに、稚内市

教育委員会及び当該小学校との連絡・調整を行う。利尻町で夏休みの３日間行われる「小中合

同学習会」への学生派遣にも、この支援室が中心となって取り組む。 

・また小規模・複式校の実態と願いを汲み取った上で、ICT 利用教育がどのようなシステムとコ

ンテンツを備えるべきか検討し、とりわけ「調べ学習」による学力向上という観点から、全体

のデザインを支援する。同時に、情報リテラシー・情報モラルに関する教員の指導力を高める

ための講座を実施する。 

・各種社会教育事業への学生ボランティア派遣の充実を図り、必要なものは有償化していく。 

・同じく② 観光まちづくりについては、特にインターネットを活用したより効果的な情報発信を

支援する。特に学生による、幅広い視野に立った新たな観光資源の発掘やリアルタイムでの PR

活動を組織する。 
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・観光スポットや店舗・宿泊施設・特産品の情報、マップとナビゲーション、訪問予定のカレン

ダー登録、過去の映像資料などを連動させて適切な情報を手軽に利用できる“稚内観光ガイド

アプリ”の開発を行う。 

・稚内市で取り組まれているボランティアガイド事業強化への支援にも取り組み、また市内の宿

泊施設や飲食店におけるホスピタリティ向上に資するための調査や研究を行う。 

・③ 中心市街地活性化の課題に対しては、「まちなかメディアラボ」を学生のボランティアやイ

ベント参加など地域活動の出発拠点として機能させるとともに、子どもたちへの放課後学習支

援を行う場ともする。またスキルを持った人物を雇用し、常駐に近い形で PC・インターネット

入門、メディア表現、プログラミングなどの指導を行う。スタジオ機能を持たせて情報発信の

拠点としても整備し、同時に夜間主クラス授業を遠隔受講するサテライト教室としても利用す

る。アート作品の展示・上映会も行う。 

・商店街の店が講師となってプロならではの専門的な知識やコツを無料で伝える “まちゼミ”を

中央商店街で実施できるよう、コーディネートと宣伝を担う。 

・課題を抱えたそれぞれの現場では、「とにかく若い人に来てもらいたい、学生の力がほしい」と

いう声が強い。新たな賑いの種をそこにまくことで、中央商店街及び中央地区の活性化を図る。 

 

２．教育 

（１）基盤としての情報メディア力 

 本学における全学生対象の共通科目カリキュラムは、オフィスソフトの操作をはじめカメラや

ビデオの撮影と加工・編集、インターネットの活用などのスキルや、効果的なコンテンツを制作

する工夫、そして情報社会への社会科学的な理解が身に付く構成となっている。そうした情報メ

ディアへの能力を強みとして活かせる地域活動の場面は非常に多い。学生たちが地域の抱える課

題に創造的・実践的・協働的に取り組んでいけるよう授業や課外活動を充実させることによって、

チーム力並びにマネジメント力を備えた人材を育成する。 

 またそのための環境整備として「わくほくメディアラボ」（レポート・論文執筆などの学習支援を行

う学習コンシェルジュを配置）及び「まちなかメディアラボ」を設置し、ICT を活用しつつ、課題発

見や交流・議論・調査及び協働・情報発信するための拠点とする。 

 

（２）地域志向／地域課題への取組 

 本学ではすでに全学共通科目として「地域学」及び「地域文化論」を必修科目としている。「地

域学」は稚内・宗谷・北海道の地域課題を本学教員がオムニバスで理論的かつ多角的に俯瞰する
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内容となっているが、平成 27（2015）年度よりこれを「地域学Ⅰ」として「地域学Ⅱ」を新設し、

同様に必修とする。この科目では、稚内ないし宗谷地域の産業や文化を担った、あるいは現役と

して担っている方々から現場の実態や問題点を語ってもらい、その場で学生とコーディネート役

の教員を交えてディスカッションを行い、地域課題への認識を育むとともにその課題に実践的に

取り組もうとする意欲を持った人材を育成する。 

 全学共通科目の選択科目として平成 26（2014）年度より「地域と金融」を新設し、経営学・金融

論的な観点からの地域づくりを考察する機会とし、開設予定のビジネス観光コース専門科目「起

業論」での起業シミュレーションなど実践的な学習につなげる。また平成 27（2015）年度より「観

光メディア論」「観光英語」を同コース科目として設置する。 

 

（３）アクティブ・ラーニング 

 ＜街を教室に＞というコンセプトは＜地域課題に取り組むアクティブ・ラーニング＞を想定し

たものであるが、上述した新設する「観光メディア論」も、観光産業をめぐって地域が抱える現

実の問題を解決するために、街に出て市民や観光客と交流することから始まり、効果的な観光情

報発信を実現しようとするものである。教員間の交流や FD 活動を通じて、既存の科目においても

学生の自発性を引き出す工夫を凝らしていく。 

 また教員を目指す学生たちが、地域の子どもや教師や保護者に学びながら教育経験を積む機会

をさらに増やす。「グングン塾」や利尻町での「小中合同学習会」支援はまさしくそのような機会

であり、さらに稚内高校の定時制の数学授業の一部を学生が担当する試行事業が始まっているが、

本格実施に向かう。 

 これまで実施してきたボランティア報告会、教育実習報告会、インターンシップ報告会などの

実績からすれば、「地域活動報告会」における発表・交流・議論自体が高度なアクティブ・ラーニ

ングとなる。加えて、こうした学修を通じて、地域課題に取り組む各種の研究会・イベント実行

団体等への学生の参加も促す。 

 

３．研究等 

（１）地域課題を対象とした研究 

 本申請に係る地域課題との対応関係では、「実践力を育成する道徳教育授業の展開―地域連携で

創る『道徳教育論』２」（本学紀要、以下同）など①地域の教育力向上の課題に対応した研究成果が

多く、ほか「無線環境を用いた過疎地域におけるデジタルデバイドの解消―大学知を地域にどの

ように反映させるのか」「地域連携で創る図書館授業の展開」「地方中小都市のインフラを活かし
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た電気自動車の開発構想」「協働型ユーザーによる地域スポーツ施設の運営管理モデル」など地域

研究は教員の専門性に応じて多彩に展開されてきた。しかし、② 観光まちづくり、③ 中心市街

地活性化についてはシンポジウム等での講演・報告及び稚内市からの諮問に応えた報告書などの

形での成果に限られている。 

 今後、地域志向教育研究経費も活用しながら、地域課題に応える研究活動を全学的に強めてい

く。平成 26（2014）年度中に学内公募の要綱を作成し、27 年度より経費補助を開始する。研究の

成果は論文等の形においてのみならず、稚内市が主催し、年に 20 回前後実施される「稚内学」で

の講座を担当することによって広く市民に公開することとする。 

 「わくほくメディアラボ」の開設に備え、「ラーニング・コモンズ」として同種の施設を開設し

ている大学への訪問を行う。単なる大学図書館の拡張だけではなく、ライティングなどの学習支

援の活動を積極的に行っている千葉大学・国際基督教大学・同志社大学を参考にする。 

 課題に応じた研究や実践の先進地域への視察訪問も積極的に行う。課題① 地域の教育力向上に

おける ICT 利用教育への支援に関しては「１人１台タブレット」「反転授業」などの試みで全国的

に知られた佐賀県武雄市、課題② 観光まちづくりの稚内観光アプリ開発については業者丸投げで

なく市民参加でコンテンツを充実させている福岡市、また街歩きのボランティアガイドを全国で

も先駆的に事業化している弘前市及び盛岡市が参考になる。課題③ 中心市街地活性化の“まちゼ

ミ”コーディネートに関しては全国のリーダー的役割を果たしている愛知県岡崎市に学ぶのは必

須である。 

 

（２）広域的な研究連携 

 名寄市立大学の「道北地域研究所」及び「道北の地域振興を考える研究会」との交流・協力関

係を築いていきながら、気候や地理的条件、産業構造などに共通点の多い道北一帯を研究対象と

してとらえた取り組みを進めていく。 

 また稚内市は愛知県江南市と「地域資源の広域連携による災害に強い地域の価値向上」をテー

マにした連携を始めようとしている。両市が同時に大規模災害に遭うことはなく、したがってど

ちらか一方が被災した時には他方から人的・物的支援を行おうというものだが、平常時から“顔

の見える関係”を徐々に築いていくために、エネルギーや観光・物産等の交流に加えて教育分野

でも協力関係を模索しようとしており、本学に対して江南市唯一の高等教育機関である江南短期

大学との連携が提案されている。 
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４．社会貢献 

（１）地域の教育力向上 

 稚内市「グングン塾」、利尻町「小中合同学習会」や各種イベントへの学生の派遣については、

「地域教育支援室」及び「学生ボランティア支援室」が主導しつつ、それらが単なるアルバイト

とならないよう留意して運営し、「地域活動報告会」の場で地域との間で成果を確かめ合いながら

事業を進める。 

 学校教育現場における ICT 利用については、それが自己目的とならないよう、また教師の授業

準備や自らの ICT スキルへの不安に寄り添いながら提案を行っていく。 

  

（２）観光まちづくり 

 「観光メディア論」「ソフトウェア制作演習」などと連動させた“稚内観光ガイドアプリ”のコ

ンテンツデザインやシステム開発など効果的な観光情報の発信や、ホスピタリティの向上、ボラ

ンティアガイドの事業強化、広域的な連携による観光プランの開発への支援など、自治体及び関

連団体と連携しながら観光振興に多角的に取り組む。これらの活動への学生の参加については、

後述する「地域観光支援室」がマネジメントする。 

 

（３）中心市街地活性化 

 稚内中央商店街の「まちなかメディアラボ」予定施設は商店街の事情により平成 27（2015）年度

以降の本格運用にならざるを得ないが、施設の一部を活用して放課後学習支援や展示・上映会の

会場として利用を始める。後述する「まちなか振興支援室」が学生の発想を活かしながら運営を

担う。 

 “まちゼミ”については先進地での経験に学びつつ徐々に実施店舗を広げていく。その際、学

生がコーディネーターとして積極的な役割を果たせるよう事業を進める。 

 

（４）生涯学習拠点として 

 夜間主クラスで学ぶ学生を増やすために、スキルアップをめざす現役の公務員や会社員、教養

を深めたい退職者等、対象者となる市民のニーズを把握して開設科目を工夫すると同時に広報活

動を強める。 

 生涯学習の支援活動としては、教員の研究における地域志向を強めていくことによって「稚内

学」での講座担当を徐々に拡大させていく。語学・ICT 関連などは大学主催の公開講座として引

き続き行う。 
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２．推 進 組 織 

 

 

 

Ｃ Ｏ Ｃ 推 進 機 構 図 

平成 27 年３月 31 日現在 

 

 

 

 

 

Ｃ Ｏ Ｃ 推 進 委 員 会 

 事業推進代表者（学長） 

事業推進責任者（情報メディア学部長） 
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長
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１
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長
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１
名
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員
（
５
名
） 

学生ＣＯＣ支援室  室 長（１名） 
副室長（１名） 

室 員（２名） 

学 校 法 人 稚 内 北 星 学 園 全 体 会 議 

稚 内 北 星 学 園 大 学 教 授 会 

地(知)の拠点整備外部事業評価委員会

Ｃ Ｏ Ｃ 推 進 連 絡 会 議
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COC 推進委員会委員名簿 

平成 27 年３月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 

  

規程第３条 所属・役職 氏 名 

１号委員 学 長「事業推進代表者」 佐々木政憲 

２号委員 学 部 長「事業推進責任者」 斉藤 吉広 

３号委員 地域教育支援室長 米津 直希 

４号委員 地域観光支援室長 黒木 宏一 

５号委員 まちなか振興支援室長 若原 幸範 

６号委員 学生 COC支援室長 侘美 俊輔 

７号委員 理 事 佐賀 孝博 

８号委員 図書館長 安藤 友晴 

９号委員 プログラムオフィサー 手島 孝通 

11 号委員 大学事務局長 佐々木 匠 

12 号委員 大学事務局次長 工藤 紳吉 

13 号委員 大学総務課長 長根 弘司 

14 号委員 メディア表現指導員 中野 窓香 

15 号委員 教務部長 遠藤 孝夫 

15 号委員 国際交流センター長 岩本 和久 

15 号委員 地域教育支援室副室長 坪内  晃 
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３．平成 26 年度事業成果総括 

 

平成 26 年度総合自己評価 

 

（事業全体への総体的な評価） 

 「地域の教育力向上とまちづくりで協働する地（知）の拠点整備」のタイトルの下、「地域の教

育力向上」「観光まちづくり」「中心市街地活性化」という三つの地域課題を柱とし、それぞれの

課題に対応した支援室を設け、全学的な取組として積極的に事業を進めた。 

 アクティブ・ラーニングの拠点として学内に「わくほくメディアラボ」、中心市街地に「まちな

かメディアラボ」を設置するなど、学生が主体的に事業活動に参加する環境整備も整いつつある。 

 自治体や関連団体との連携・協力関係も進展し、市民への事業への認知と期待も高まっている。 

 全体として概ね計画通りの達成状況となった。 

 

（大学の組織化・一体化への評価） 

 「COC 推進委員会」を 16 人の教職員で構成し、申請準備に 11 回、採択後に 19 回の計 30 回の

会議を開催した。この委員会を中心に、申請および実施に関わる必要な検討を行うとともに、学

内への周知を図り、活動や議論への参加を促した。 

 「地域志向教育研究経費」は 27 年度分の４件の採択枠に対して応募が８件あり、専任教員 22

名中 16 名からの積極的な参加があった。専門分野によっては直接に事業に関わる糸口の見えにく

い場合もあるが、徐々に参加の間口は広まりつつある。 

 

（学生の参加と意識改革への評価） 

 地域志向科目での学習を通じて地域課題への認識が高まったが、平成 27 年度に向けてはさらに

地域志向科目を再編・豊富化（16科目から 21 科目）したカリキュラム改革を行った。実践的にも、

「グングン塾」などの放課後学習への支援、映像制作やＷｅｂによる地域情報の発信、まちづく

りイベントへの参加などの形で学生による主体的な地域活動が展開された。また「学生ボランテ

ィア支援室」を「学生 COC 支援室」に改組することで学生の地域活動が円滑に進むよう調整を行

っている。 

 「まちなかメディアラボ」の設置と常勤職員の配置によって中心市街地での学生の活動が促進

された。また「わくほくメディアラボ」への常勤教員の採用を決定し、当該施設の本格活用への

準備を進めた。 
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（学外、地域、市民との連携協働への評価） 

 申請準備の段階から、連携自治体および関連団体との協議を重ね、地域のかかえる課題（ニー

ズ）と本学の研究・教育の専門性（シーズ）のマッチングを行った。その結果、事業開始からスム

ーズに地域との連携協働を進めることができた。年度末には「COC 推進連絡会議」を実施して地

域からのアイディアや激励を得た。 

 市民に対しては、プレスリリース（新聞記事としては 40 本以上、ほかＮＨＫテレビ・地域ＦＭで紹介さ

れた）、折込チラシ、インターネットなどを通じて積極的に広報活動を行い、事業の目的や個別の

活動の周知を図った。また委員会あるいは支援室ごとの活動レポートを適宜発行し、記録と公開

に努めた。 
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４．自己評価 

 

事業項目別実績評価概要 

 

平成 26 年度の COC 事業実績について、（１）教育分野、（２）研究分野、（３）社会貢献分野の

項目別に評価の概要を示す。 

 

 

（１）教育分野 

事業項目 事業実施計画内容 事業実績・実施成果 学内自己評価 

①地域志向科目の

豊富化とカリキュ

ラム改革 

27 年度の学科コー

ス制への移行に伴

い、地域志向科目

の豊富化を盛り込

んだカリキュラム

改革の内容を確定

する。 

従来の「地域学」を「地域学Ⅰ」と「地域学Ⅱ」

に分割し、ⅠとⅡの中で「地域文化論」も併用

しながら、「地域文化の発見、発信」と「まちづ

くりへの課題を学ぶワークショップ」を取り入

れるなど、全学で大学と地域の係わりと地域に

貢献できる人材の育成を見通したカリキュラム

改革を行った。 

地域志向科目として「観光メディア論」「地域デ

ザイン入門Ⅰ・Ⅱ」「観光英語」を新規開講し地

域志向を明示した。 

当初の目標よりも

多くの地域志向科

目が設定でき、カリ

キュラム編成も整

合性を取れた。当初

計画を上回った事

業達成である。 

②学習コンシェル

ジュの選任配置 

ラーニング・コモ

ンズの拠点である

「わくほくメディ

アラボ」に配置す

る「学習コンシェ

ルジュ」の必要用

件を確定し公募を

実施する。 

公募を行い、中国語、英語、日本語のできる人

材１名の採用を決定した。 

27 年４月から特任助教として学内で相談や学

習指導をする。 

当初の計画通りに

経験豊富な適任者

を採用できた。 

③「わくほくメデ

ィアラボ」の施設

整備 

「わくほくメディ

アラボ」の施設整

備を完了し、利用

の準備を整える。 

学生玄関のあるエントランスホールを小改修し

「わくほくメディアラボ」の施設整備を完了し

た。 

ＰＣ等の情報機器を除く備品の設置を終え３月

から仮オープンし供用を開始した。   

学内にアクティ

ブ・ラーニングを効

果的に支援できる

ラーニング・コモン

ズ施設を整備する

ことがき、目標を達

成。 
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（２）研究分野 

事業項目 事業実施計画内容 事業実績・実施成果 学内自己評価 

①学生による観光

情報発信事業への

参加取り組み 

観光情報発信につ

いて、学生がどのよ

うに取り組んでい

けるか観光協会な

どの関係機関と協

議を進め、効果的な

学習、実践を行える

よう工夫する。 

稚内観光協会と大学のコラボによる新しい観光

の提案として解説した「稚内ツーリズムラボ」

にＣＯＣのロゴマークを標記したほか、観光協

会や関係機関と観光情報発信についての様々な

意見交換や協議を進めることができた。 

当初目標としてい

た 27 年度からの本

格的な取り組みを

開始するための素

地が構築でき、計画

内容を十分達成。 

②稚内観光ガイド

アプリの基本設計

と素材収集 

27 年度に新規開講

する「観光メディ

ア論」で実施する

稚内観光ガイドア

プリ開発のための

基本設計及び素材

収集を開始する。 

来年度の科目設置に向け、研究会を開催すると

ともに、コンテンツデザインやシステム開発の

ための基本設計の検討を行った。素材収集も含

め検討を継続中。 

27 年度からの本格

的開発取り組みに

向けての種々の課

題解決への素地が

できた。目標を十分

達成。 

③まちゼミ実践先

進都市への視察研

修 

「まちゼミ」先進

都市である愛知県

岡崎市を訪問、「ま

ちなかメディアラ

ボ」活動充実のた

めの知見を深め

る。 

「まちゼミ」実践都市である岡崎市を訪問、「ま

ちゼミ」の第一人者である松井洋一郎氏の他、

岡崎市商工会議所にて意見交換と調査を実施し

た。さらに、各地の商店街で「まちゼミ」の現

状等やノウハウについて視察研修。 

岡崎市の中心市街地活性化に取り組む、「岡崎ま

ち育てセンター」を訪問し、関係者から市街地

活性化への大学や学生の係わり方支援組織のあ

り方などを学ぶ。（教育職員２名、事務職員１名

視察参加） 

当初の目的である

まちゼミの意義と

ノウハウを知るこ

とができたことと

中心市街地活性化

に関する調査がで

きたことは確かな

知見となり、今後の

事業への取り組み

に活かされると思

われる。 

当初の計画を十分

達成した。 

④ラーニング・コ

モンズ先進校への

視察研修 

ラーニング・コモン

ズ先進校である関

東・関西の大学を視

察訪問し、「わくほ

くメディアラボ」の

活動充実のための

知見を深める。 

ラーニング・コモンズを設置している筑波大学

中央図書館を視察調査。教員２名事務職１名ラ

ーニング・コモンズを利用させる仕掛けづくり

や運営、指導員の役割、授業との連携など様々

な知見を得ることができた。 

視察において多く

の知見を得たこと

であり、コモンズの

運営に活かされる。

十分に達成。 

⑤地域志向教育研

究経費の採択基準

の策定と公募 

地域志向教育研究

経費の採択基準と

公募の作業を開始

する。 

公募実施要領を発表し学内公募を行った。８件

の申請あり。採択基準により審査の結果、４件

を採択。研究経費１件 20 万円、27 年度事業に

て実施。 

採択基準を策定し

公募の結果多くの

申請があり、４件を

採用。目標を十分達

成。 
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（３）社会貢献分野 

 

3-1 地域の教育力向上 

事業項目 事業実施計画内容 事業実績・実施成果 学内自己評価 

①放課後学習活動

支援への指導助手

としての学生の派

遣 

稚内市が実施して

いる市内小学校で

の放課後学習支援

「グングン塾」に、

学生を指導助手と

して派遣する。 

派遣学校数 市内大規模校４校 

派遣人数等  10 名１校３名 

      週１回１時間 

派遣期間  ５月～10 月  

学生にとって学校での指導実践が大きな経験と

なるとともに、「子どもたちの学習力が向上して

きている」とのことで学校や市教委から継続実

施を望む声がある。  

実施機関からは大

きな評価をいただ

きまた、学生の実践

的能力の向上に大

変良い結果を生み

出した。しかし、今

後の学生の確保や

派遣頻度などに課

題が残る。 

②遠隔学習支援の

システム構築と試

行実施 

猿払村の小学生へ

の遠隔学習支援の

システムを構築

し､試行実施する。 

９月、10 月の土曜日の４日間１日２時間遠隔授

業を実施。実施校 猿払村浅茅野小学校学生と

子どもたちにとって、画面を通して大変感動的

な交流学習ができた。次年度も実施の要請あり。 

試行実施という点

では大きな成果が

あったが、システム

構築には今後さら

に研究を続けてよ

り良いのにする。 

③アクティブ・ラ

ーニング施設とし

ての「まちなかメ

ディアラボ」の施

設整備 

アクティブ・ラー

ニングの学外拠点

であり、中心市街

地活性化に向けた

本学のサテライト

でもある「まちな

かメディアラボ」

の施設整備を開始

する。 

稚内市中央商店街の空き店舗を借上げ、内部を

小改修して「まちなかメディアラボ」を整備。 

27 年度事業で購入する PC 関係備品を除き、必

要な整備完了。メディア表現指導員の採用が早

まったこともあり、市民への周知広報も兼ねて

12 月にプレオープン、２月から試行オープンを

実施した。学生の活動利用や市民の利用が日々

増加している。 

「まちラボ」施設は

当初計画のとおり

整備することがで

き、27 年４月の運

用開始を３か月早

めて 12 月から仮オ

ープンできたのは

大きな成果である。

④ＩＣＴ利用教育

の研修講座実施  

稚内市内の小中学

校教員を対象にし

たＩＣＴ利用教育

の研修講座を実施

する。 

26 年７月及び 27 年１月の２回市内の小中学校

教員を対象に研修講座を実施。ＩＣＴ利用教育

に関して初級者が多く、初歩的基礎的な研修講

座となったので、今後も継続して開催する必要

がある。 

当初の目標どおり

研修講座を２回実

施しており今後、カ

リキュラム整備を

行う。 

⑤情報リテラシー

情報モラルの教員

向け研修講座のテ

キスト開発着手 

情報リテラシー・

情報モラルの教

員・指導者向け講

座のテキスト開発

を開始する。 

情報部門担当の教員２名が技術的側面と社会的

側面の両面について、必要な内容、資料及びテ

キストの形態等についての検討を開始した。 

複数の教員が講習

や研修などの経験

を踏まえ、指導者向

けテキストの開発

に着手した。 
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3-2 観光まちづくり 

事業項目 事業実施計画内容 事業実績・実施成果 学内自己評価 

⑥プロジェクシン

グマッピングのコ

ンテンツ試作と試

行上映 

プロジェクション

マッピングのコン

テンツを試作した

うえで、北防波堤

ドームにおいて試

行上映を実施す

る。 

学生が「マルチメディア表現実習」において制

作したクリスマスアートを試行上映。 

一方、「広告制作論」の学生が制作したプロジェ

クション・アート 2作品を北防ドームで投影。 

コンテンツ試作と

試行上映と言う当

初目標を上回り、学

生たちが授業の中

で作成した作品を

市民に上映すると

いう状態にまで達

成できた。 

計画を大きく上回

った。 

 

3-3 中心市街地活性化 

事業項目 事業実施計画内容 事業実績・実施成果 学内自己評価 

⑦「まちなかメデ

ィアラボ」担当の

メディア表現指導

員の選任・配置 

「まちなかメディ

アラボ」担当のメ

ディア表現指導員

の公募を行う。 

公募の結果、求めていた能力を備え、かつ、中

央商店街とも関係が深い人材を採用出来た。 

まちラボを運営す

る能力を十分備え

た人材を採用でき

た。 

 

3-4 全    体 

事業項目 事業実施計画内容 事業実績・実施成果 学内自己評価 

①事業周知広報活

動用ポスター、チ

ラシの作成配布 

本学 COC 事業の内

容を広く市民に広

報するためのポス

ター・チラシを作

成し配布する。 

広報部門の選任部署として学内に「 COC デザイ

ン堂」を設置。 

広報用ポスターを市内各所に張り出すと共に、

チラシを数種類作成し市内全戸に配布した。 

その他、大学発行の広報紙やフェイスブック等

も活用し、宣伝啓発活動を組織的、計画的に進

めることができた。 

これまでにない大

量かつ広範にわた

る広報活動で COC

事業の目的や大学

の目指しているも

のが、市民に分かり

やすく伝えられて

いる。計画を上回っ

ている。 

②学生移動用車両

の稼働開始 

学生移動用車両の

稼働を開始し、「ま

ちなかメディアラ

ボ」他地域活動拠

点への移動に供す

る。 

12 月に 10 人乗りワゴン車をリース契約し、学

生の活動地域への移動に活用開始。 

商店街や他の地域でのイベントなどでの学生の

様々な取組や実践学習に効果的に利用出来た。 

おおむね当初計画

どおりに移動用車

両の稼動を開始で

きた。 

③既に実績のある

活動について適時

に活動報告会を開

催する 

「グングン塾」「利

尻町小中合同学習

会」など、既に実

績のある活動につ

第１回地域活動報告会を９月に開催し、第２回

活動報告会を 27 年２月に開催した。 

学生の活動実績について、学生のほか地域の関

係者、関係する機関団体の職員など多数の参加

26 年９月、27 年２

月の２回報告会を

実施した。実施目標

は達成したが、学生
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き、「地域活動報告

会」を実施する。 

を得て非常に有意義な交流が行われた。 や市民の参加が少

し少なく、課題と考

えている。 

④COC 事業報告の

ためのｗｅｂペー

ジの作成 

COC 事業報告のた

めのｗｅｂページ

を作成する。 

COC 事業報告のほか、広報活動の機能を備えた

ｗｅｂページを４月から運用開始。 

これに先立ち 2月からはＣＯＣ事業に関する

Facebook ページを運用開始した。 

当初計画どおり２

月にフェイスブッ

ク、３月末にホーム

ページを開設し広

報、啓発を行ってい

る。 

⑤「COC 事業推進連

絡会議」を策定し、

本年度ＣＯＣ事業

への総括を行う 

「COC 事業推進連

絡会議」を開催し、

26 年度の COC 事業

への総括を行う。 

27 年３月に連携自治体、関係機関・団体から 12

名の参加を得て「 ＣＯＣ推進連絡会議」を開催 

様々な意見交換が出来た。 

関係する機関団体

の方々と意見交流

ができて、今後の活

動の組み立てに大

きなインパクトが

あった。 

⑥「COC 外部評価委

員会」の構成員を

選任する 

「COC 外部評価委

員会」の構成員・

機関を決定する。 

宗谷総合振興局地域政策課、名寄市立大学道北

地域研究所及び市内有識者に外部評価委員への

就任を要請し了解をいただいた。 

３名の方に委員の

委嘱をいただくと

共に、評価要領を策

定した。 

⑦事業全体の進行

管理や渉外調整に

あたるプログラム

オフィサーの選任 

事業全体のスケジ

ュール管理及び連

絡調整を担うプロ

グラムオフィサー

の配置。 

２月に稚内市の前教育長に P.O.に就任しても

らい、会議の出席等を通じて様々な助言や指摘

をいただいている。 

行政経験が長く、補

助事業に精通して

いる人材を選任で

きた。 
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５．外 部 評 価 

 

実施概要 

 

地（知）の拠点整備外部事業評価委員会（第１回） 

日 時 平成 27 年７月 10 日（金）14:00～16:00 

場 所 稚内北星学園大学本館１階会議室 

 

議事次第 

 １．開   会 

 ２．委員委嘱状の交付 

 ３．外部事業評価委員会の位置づけ、役割等について 

 ４．委員長の選出 

 ５．諮問書の交付 

 ６．委員長挨拶 

 ７．諸般報告並びに説明員紹介 

 ８．議   事 

    事業実績等報告 

    個別評価の質疑 

    全体評価の質疑 

 ９．議事の終結 

 10．今後の作業について 

 11．閉   会 

 

[配布資料]  資料１．事業実績報告書・事業評価報告書（ファイル１冊：事前配布） 

       資料２．委員名簿・説明員名簿 

       資料３．配席図 

       資料４．平成 26 年度補助事業実施計画項目一覧 

       資料５．稚内北星学園大学 COC 推進委員会規程 

       資料６．稚内北星学園大学 COC 推進連絡会議規程 

         資料７．COC 推進機構図 
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外部事業評価委員名簿 

 

所属・役職 要綱第４条第１項 氏 名 

名寄市立大学 道北地域研究所所長・教授 １号委員 松倉 聡史 

北海道宗谷総合振興局 地域政策部地域政策課長 ２号委員 黒田 研一 

株式会社富田組 常務取締役 ３号委員 佐々木良徳 

※ 委員の互選により、松倉 聡史委員が委員長となった。 

 

 

説 明 員 名 簿 

 

役  職 氏  名 

情報メディア学部長・事業推進責任者 斉藤 吉広 

プログラムオフィサー 手島 孝通 

地域教育支援室副室長 坪内  晃 

地域観光支援室長 藤崎 達也 

まちなか振興支援室長（兼）まちなかメディアラボ運営会議議長 若原 幸範 

学生 COC 支援室長 侘美 俊輔 

学習コンシェルジュ（わくほくメディアラボ運営会議議員） 高   澍 

事業推進室長 黒木 宏一 

事業推進室室員 三浦  猛 
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６．地域志向教育研究経費 

 

 平成 27 年度より「稚内北星学園大学地域志向教育研究経費」の運用が開始される。平成 26 年

度は、それに先立ち COC 推進委員会において要領の制定、審査委員会の設置について検討の上決

定され、審査委員会において学内公募、審査が行われ、採択課題が決定された。 

 

 

平成 27 年度 稚内北星学園大学地域志向教育研究経費 応募要領 

平成 26 年１月 20 日 制定 

Ⅰ 地域志向教育研究の目的と領域 

１．目  的 

地域志向教育研究経費は、平成 26 年度文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に採択された「地

域の教育力向上とまちづくりで協働する地（知）の拠点整備」（以下「本事業」という。）を推進

するにあたり、研究の成果を通じて地域に新たな活力を与え、地（知）の拠点として地域に貢献

することを目的とする。 

２．研究課題（事業）の領域 

① 地域の教育力向上に関する研究 

② 観光まちづくりに関する研究 

③ 中心市街地活性化に関する研究 

④ その他、本事業を推進する上で学長が必要と認める研究 

 

Ⅱ 申請要領 

１．申請数と申請上限額 

１人の申請者（個人研究または共同研究代表者）としての応募は１つの研究課題（事業）とし、

申請上限額は 20 万円とする。 

２．選定件数 

選定件数は４件以内とする。 

３．研究期間 

研究期間は単年度（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日）とする。ただし、今年度採択さ

れた申請者が同一の研究課題（事業）によって次年度以降に再申請することを妨げない。 
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４．申請者の範囲 

当研究経費の申請者は、教育・研究・社会貢献を地域志向に改革しようとする本学の常勤教員

（特任教員を含む）でなければならない。なお、他から類似の経費の助成を受けている者は除く。 

５．対象経費について 

研究実施にあたっては、パソコン、カメラ、器具など本学既存の備品等を極力活用することと

し、備品購入は学長がやむを得ないと認める場合に限る。 

学会参加のための旅費については、申請した研究に係る成果発表として１回分のみを対象とす

る。 

６．申請方法と申請期限 

① 応募方法 

「地域志向教育研究経費申請書」（様式１）により、具体的な活動計画を記載の上、COC 推

進委員会へ提出する。 

② 申請期限 

平成 27 年２月 27 日（金）までに提出する。 

 

Ⅲ 選考方法及び採択 

地域志向教育研究経費審査委員会において選考し、学長が最終決定する。採択結果は、申請者

（共同研究の場合は研究代表者）に通知する。 

 

Ⅳ 研究成果の報告と公表 

すべての研究成果については、下記の形式により報告・公表しなければならない。 

① 平成 28 年３月 31 日までに COC 推進委員会へ「地域志向教育研究経費成果報告書」（様式２）

を提出する。 

② 平成 28 年度中に開催される「地域活動報告会」にて発表する。ただし、研究過程において

公表可能な成果がある場合には、平成 27 年度中に開催される「地域活動報告会」にて発表

することが望ましい。 

③ 本学紀要または学会誌等において、掲載可能な論文形式で発表する。 

 

Ⅴ その他 

この要領に定めるもののほか、地域志向教育研究経費に関し必要な事項は別に定める。 

  様式１及び様式２  省  略 
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７．分野別（各支援室・各ラボ運営会議）事業成果 

 

7-1．地域教育支援室 

 

総  括 

本年度は、「放課後学力グングン塾」、「利尻全小中学生夏休み勉強会」、「猿払－大学間テレビ学

習(遠隔学習)」の学習支援事業を予定通り終了し、概ね目標を達成した。当初に留意した、① 計

画・実行・評価のサイクルを教育関係者と共同ですすめる、② 教育実践力を鍛える責任ある機会

とし、学生の主体的参加ですすめる、③ 地域に貢献できる自信と感謝の意識を育てるボランティ

ア活動としてすすめることが、事業の進展につれ学生自身、地域の教育関係者、私たち担当教員

の共通理解が大きく進んだ。 

こうした活動は、ゼミ通信「教たま」の市内全小中学校への配布、市役所と市立図書館の掲示

を通じて知らせることができた。 

 

１．各事業の到達状況 

（１）「放課後学力グングン塾」(主催：稚内市教育委員会) 

≪目標≫ 資料（①「放課後学力グングン塾」への大学生指導助手の活動について」)参照。 

≪成果≫ 資料（②「グングン塾助手の１学期の様子」、③「グングン塾アンケート結果と分析」、④ 地域教育

支援室活動レポート№ 2）参照。 

 

（２）「利尻全小中学生夏休み学習会」(主催：利尻町教育委員会) 

≪目標≫ 資料（⑤「利尻学習会の(学内に向けた)お願い」、⑥「教たま８号」、⑦「利尻遠征と猿払遠隔授業(特別版

『教たま』)」）参照。 

≪成果≫ 従来から行われている学習会に、大学生が支援に入ることで児童生徒の意欲が高まった。

初のゼミ旅行も兼ねたので可能な限り学生に任せるところは任せたことで、臨機応変な

対応や子どもの心情の理解、チームワークなど、地域支援活動のすすめ方と意欲が育っ

た。 

 

（３）「猿払－大学間テレビ学習(遠隔学習)」(主催：猿払村教育委員会) 

≪目標≫ 資料(⑧地域教育支援室活動レポート No.1)、⑨遠隔学習-学生紹介。 

≪成果≫ 上に同じ。 
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２．その他 

（１）本事業に対する「共同テーブル」の創造 

３つの事業に共通する成果は、全サイクルを通じて関係者間の共通理解を重視したことだ。初

めに大学側から「何ができるのか」と教育関係者側から「こんなことができないか」を相談し、

実践途中で意見交換し必要な改善を行い、最後に「何ができたのか」(何が課題なのか)を整理でき

た。地域教育支援事業の鍵は、共通理解にあり、具体的な相談機会の尊重にある。新年度事業で

は、全サイクルを通じ、学生が組織的に参加できるように努め、成果を拡大したい。 

 

（２）広報活動の役割 

ＣＯＣ選定前から、教職ゼミ通信等により「開かれた学び」を目指してきたが、稚内市民や近

隣市町村に対する大学・学生の活動紹介は極めて重要であり、新年度も計画的にすすめていきた

い。 

 

 

7-2．地域観光支援室 

 

総    括 

 本年度の本支援室所管事業は、「観光情報発信」（研究）、「ガイドアプリ」（研究）及び「プロジェ

クションマッピング」（社会貢献）であり、それぞれ概ね当初の計画通りの成果目標を達成した。ま

た、本支援室所管事業の推進のため、研究会２回、外部講師による講義１回を実施し、知識の習

得と共有を図った。 

 以上については、随時「活動レポート」に取りまとめるとともに、「地域観光支援」に関わる本

学教員の取り組みについても活動レポートを活用し、広く社会に公表した。活動レポートは、本

年度合計で９本発表した。 

 

１．観光情報発信事業 

≪目標≫ ツイッター・フェイスブック等での観光情報発信について、学生がどのように取り組ん

でいけるか稚内観光協会などの関係機関と協議を進め、効果的な学習及び実践を行える

よう工夫する。 

≪成果≫ 本年度は、一般社団法人稚内観光協会×稚内北星学園大学コラボによる宗谷地方の新し

い観光の提案として開設されている「稚内ツールズムラボ」（URL：
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http://tourismlab.jp/guide）に地（知）の拠点事業のロゴを標記するとともに、観光情報

発信について学生がどのように取り組んでいけるか稚内観光協会等の関係機関と協議

を進めている。 

 

２．稚内観光ガイドアプリ開発 

≪目標≫ 「観光メディア論」「ソフトウェア制作演習」において実施予定の「稚内観光ガイドア

プリ」のコンテンツデザインやシステム開発のための基本設計に向けて検討を進め、効

果的な学習及び実践を行えるよう工夫する。 

≪成果≫ 来年度の科目設置に向け、コンテンツデザインやシステム開発のための基本設計の検討

を継続している。 

 

３．プロジェクションマッピング試行実施 

≪目標≫ 観光資源としてプロジェクションマッピングを提供することで、本学及び学生の企画実

施力やコンテンツ制作力を高める。 

≪成果≫ ア．アートイベント「クリスマスプロジェクション・アート」 

稚内北星学園大学の学生が制作したクリスマス・ビデオアートをアトリウム天井に投影 

イ．彩北わっキャナイト 2015 

    「広告制作論」にて制作のプロジェクション・アート２作品を上映 

「北海道観光経済論」の学生とともに、当該イベントに加わり、イベントにおける作品

上映の意義や効果について合わせて学習し、企画実施力やコンテンツ制作力を高めた。 

 

４．その他 

（１）研究会等の実施 

 １）第１回地域観光研究会の開催（「活動レポート No.9」参照） 

  ２）稚内市北防波堤ドーム関係者出張講義の開催（「活動レポート No.5」参照） 

  ３）第２回地域観光研究会の開催（「活動レポート No.6」参照） 

 

（２）活動レポートの発行 

 No.1（2014.9.19）  2015〜16 年シーズンスノーパーク運営会議が始動 

 No.2（2014.9.19）  プロジェクションマッピング事業が始動 

 No.3（2014.10.1）  2015〜16 年シーズンスノーパーク第２回運営会議開催 
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 No.4（2014.10.8）  稚内市北防波堤ドームプロジェクションマッピング事業始動！ 

No.5（2014.11.27） 稚内市北防波堤ドーム関係者出張講義の開催 

No.6（2015.1.19）  第２回 地域観光研究会開催要旨 稚内観光ＡＲへの期待―宗谷地域魅力 UP

事業ワークショップ― 

No.7（2015.2.23）  Christmas Exhibition（株）まちづくり稚内と稚内北星学園大学のコラボレ

ーション企画 

No.8（2015.2.23） 「彩北わっキャナイト 2015」に参画 プロジェクション・メディアアート２

作品他を制作・上映プロジェクションマッピング事業が始動 

No.9（2015.3.2）   第１回地域観光研究会開催要旨 再生環境に注目した地域情報資源ディジタ

ルアーカイブシステム―地域振興コンテンツの基盤として― 

 

 

7-3．まちなか振興支援室・まちラボ運営会議 

 

総  括 

本年度の本支援室所管事業は、「まちゼミ」先進地である愛知県岡崎市の視察訪問（研究）、「ま

ちなかメディアラボ（まちラボ）」の施設整備の開始（社会貢献）、「まちラボ」担当メディア表現指

導員の公募（社会貢献）であり、それぞれ当初の目標を概ね達成した。 

他に、事業を進めるに当っての本支援室の活動方針・目標を具体化させた。また、「まちラボ」

については施設整備完了に先立って、学生・市民への周知およびニーズ調査を目的にプレ・オー

プンイベントの開催や期間を限定した試行オープンを実施した。 

以上については「まちなか振興支援室活動レポート」を発行して公表した。 

 

１．「まちゼミ」先進地視察 

≪目標≫ 「まちラボ」を拠点とした一つの活動として「まちゼミ」のコーディネートを学生が担

うことを見通しながら、実践例に学ぶ。 

≪成果≫ 「まちゼミ」先進地である愛知県岡崎市を視察し、「まちゼミ」による商店街活性化の

ポイントや「まちゼミ」ほか中心市街地活性化への学生の参画のあり方等について多く

の示唆を得た。 
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２．「まちラボ」の施設整備の開始 

≪目標≫ 中心市街地活性化のための本学のサテライトを当該地域に置き、メディア表現指導員を

配置することによって、カメラやビデオの操作及びビジネスソフトやアート系ソフトの

使用について市民が気軽に問い合わせることができる窓口とすると同時に、学生のメデ

ィア表現活動の拠点として位置づける。子どもたちへの放課後学習支援も行い、教員が

出向いて講座を開いたり、大学から双方向的な授業を行う「まちなか教室」として機能

させる。また学生による「まちゼミ」コーディネート等の地域活性化活動の拠点ともし

ていき、高齢者や子どもが安心して楽しく過ごし、かつ異世代が交流できる場の創出を

目指す。 

≪成果≫ 稚内市中央商店街の空き店舗（中央 3丁目 9-12）に「まちラボ」を設置し、平成 27 度予

算で購入する物品を除き、今年度予定していた施設整備を完了した。また、必要最低限

の施設整備とメディア表現指導員の採用が早期に実現したため、学生・市民への周知を

目的とした「プレ・オープンイベント」（12月）と事前のニーズ把握を目的とした「試行

オープン」（２～３月）を実施した。 

 

 

まちラボのオープンスペース 

 

プレ・オープンイベントの一コマ 

小谷准教授によるクリスマスオーナメント講座 

  

プレ・オープンイベントの一コマ 

細田司書と学生による絵本の読み聞かせ 
プレ・オープンイベントの一コマ 

安東講師と学生による数学パズル 
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３．「まちラボ」担当メディア表現指導員の公募 

≪目標≫ カメラ・ビデオの操作並びにビジネスソフト・アート系ソフトの使用法全体に通じた人

材を登用することで、「まちなかメディアラボ」を効果的に機能させることができる。 

≪成果≫ 求めていた能力を備えていると同時に、「まちラボ」を設置した稚内市中央商店街とも

関係の深い人材を採用した。 

 

４．その他 

本支援室の活動方針を確定した。（「まちなか振興支援室活動レポート No.1」参照） 

 

 

7-4．学生 COC 支援室 

 

総    括 

 本支援室は、12 月からＣＯＣ会議メンバーとして参画し、本格的な活動を開始している。その

ため、他の支援室と比較し、成果目標、その他の整備においてやや遅れている。現在４月からの

本格稼働をめざし、その体制を早急に整備しつつ活動を進めているところである。現時点で、① 学

生 COC 支援室への名称の変更、② 活動方針の決定、③ COC イベントにおける学生の募集、④ 学

生コアメンバー設立への仕掛け、⑤「かまくらレストラン」イベントの支援（学生自主企画）、⑥ 

学生 COC 掲示板の設置の６点を行った。また、「学生発の企画」を整備するため調書、申請書との

整合性を考えながら条件整備を模索している。 

 

① 当支援室名称、機構変更 

 ・従来の COC 申請書とは異なる機構に変更され、12 月から COC 会議のメンバーとなる。 

 ・「学生ボランティア」という名称による誤解、活動内容との整合性から、「学生 COC 支援室」

へと名称を変更した。 

② 当支援室の４本柱 

  ⅰ）「地域志向科目」の把握（授業間のバッティングの回避） 

  ⅱ）「学生 COC 支援室ニュース」の執筆依頼 

  ⅲ）「学生」から「学生 COC 支援室」への相談窓口（援助、助言） 

  ⅳ）「学生 COC 支援室」から「学生」への仕掛け 
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③ COC イベントにおける学生の募集 

・12 月：「まちラボ」プレ・オープンイベント（まちなか振興支援室との連携） 

・２月：第２回地域活動報告会に向けた事前準備 

・２月：わっきゃナイトにおける学生のボランティア募集（地域観光支援室への承認） 

④ 学生コアメンバー設立に向けた仕掛け 

 ・学生会との整合性を図りながら、学生の立場から COC 推進に向けたコアメンバーを募集し、

会議を実施。その後下記「かまくらレストラン」の実施。 

⑤「かまくらレストラン」イベントの支援 

 ・2015 年２月 14 日「まちラボ」前において、スノーキャンドル＆かまくらを製作したいとの

学生からの要求を承認、学生による実施。 

⑥ 学生 COC 掲示板の設置 

 ・学内に４か所、学生 COC、COC 活動のイベントなどを周知するための専用掲示板を用意した。 

 

 

7-5．わくほくメディアラボ運営会議 

 

総  括 

 わくほくメディアラボは、学生のアクティブ・ラーニングをサポートするための空間で、学生

のグループが議論をおこない、調査をおこない、資料をまとめることができる場所を用意すると

ともに、学生の個別指導をおこなう「学習コンシェルジュ」によるサポートを実施する。 

 来年度から予定されているわくほくメディアラボの試行運用に備え、本年度はわくほくメディ

アラボの環境整備・学習コンシェルジュの選定・先進地視察などの事業をおこなった。 

 

１．わくほくメディアラボの環境整備 

≪目標≫ 2015 年(平成 27 年)度からのわくほくメディアラボの開設準備のため、学内における設

置場所を検討し、必要な備品の整備をおこなう。 

≪成果≫ 本館１階学生玄関前のキャリア支援室横のロビーにわくほくメディアラボを設置する

こととし、パーティション・机・椅子・パソコン・プロジェクタ・書架などの必要な備

品を購入し、設置をおこなった。 
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新入生ガイダンスの様子① 

 

新入生ガイダンスの様子② 

 

２ 学習コンシェルジュの選定 

≪目標≫ わくほくメディアラボにおけるアクティブ・ラーニングの指導をおこなう「学習コンシ

ェルジュ」を選定する。 

≪成果≫ 学習コンシェルジュの公募をおこない、適任者を選定することができた。2015(平成 27)

年４月より着任予定となる。 

 

３ 「ラーニング・コモンズ」先進地視察 

≪目標≫ 「わくほくメディアラボ」と同様にアクティブ・ラーニングの支援をおこなっている、

ラーニング・コモンズなどの先行事例について視察する。 

≪成果≫ 筑波大学中央図書館を視察し、施設や人による学習支援のあり方について多くの示唆を

得た。 

 

４．来年度に向けて 

 わくほくメディアラボは 2015(平成 27)年度より試行運用がはじまる。来年度は各授業とわくほ

くメディアラボの連携を密におこない、学生のアクティブ・ラーニングの質を向上させるための

ノウハウを蓄積していく。 
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＜活動の様子＞ 
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８．活動レポート 

 

8-1．地域教育支援室活動レポート 
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8-2．地域観光支援室活動レポート 
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8-3．まちなか振興支援室活動レポート 
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8-4．ＣＯＣ推進委員会活動レポート 
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９．地域活動報告会 

 

9-1．第１回地域活動報告会 

 

  開催日時：2014 年９月 16 日（火）14 時 30 分～16 時 00 分 

  場  所：稚内北星学園大学 1401 号教室（新館４階） 

  次  第：主催者あいさつ          稚内北星学園大学長  佐々木政憲 

報告１ COC 事業の概要 ～本学が目指す地（知）の拠点～ 

                        情報メディア学部長  斉藤 吉広 

報告２ 「ぐんぐん塾」で学んでいること 

                        情報メディア学部３年 阿部 浩幸 

報告３ 「ぐんぐん塾」との出会いから 

                        情報メディア学部３年 橋本  薫 

報告４ 「ぐんぐん塾」の体験を生かして 

                        情報メディア学部４年 湯井 達海 

報告５ 利尻の子供と先生に学ぶ 

                        情報メディア学部３年 木村 英之 

総合討議（質疑・応答） 
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9-2．第２回地域活動報告会 

 

  開催日時：2015 年２月 12 日（木）15 時 00 分～17 時 00 分 

  場  所：稚内北星学園大学 1301 号教室（新館３階） 

  次  第： 

報告１ 「温泉街に、あかりをつけて。」 

～「地方の時代」映像祭・優秀賞受賞報告～  

情報メディア学部３年  伊藤  亮 

報告２ 猿払遠隔授業で学んだこと 

情報メディア学部４年  松尾  響 

情報メディア学部４年  江戸 勇介 

       報告３ まちづくりサロン in 稚内北星学園大学 

     ～若者が変える! 楽しいマチ 稚内～ 

情報メディア学部２年  武田 大貴 

報告４ 「まちなかメディアラボ（まちラボ）」の可能性 

情報メディア学部講師  若原 幸範 

報告５ アクティブ･ラーニングを支援する『わくほくメディアラボ』  

                        情報メディア学部教授  安藤 友晴 
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アンケート調査結果 

平成 27 年２月 25 日 稚内北星学園大学ＣＯＣ推進委員会 

 

第２回地域活動報告会出席者アンケート調査結果 

 

＜調査の概要＞ 

  

実 施 年 月 日  平成 27 年２月 12 日 

出 席 者 数  49 名 

調査票回収数  26 枚（出席者数に対する回収数の割合 53.1％） 

 

＜調査結果の概要＞ ※ 自由記述を除く 

 ① 回答者の構成（設問１） 

● 一般参加が７人（26.9％）、学生が 12 人（46.2％）および本学教職員が７人（26.9％）である。 

  ● 学生 12 人の内訳は、１年生から４年生まで各３人（25.0％）である。 

 ② 報告会の長さ、開催時間（設問２） 

● 「適当な長さと思う」という回答者が 19 人（86.4％）で最も多かったが、「長いと思う」

という回答も３人（13.6％）あった。 

● 「午後の早い時間がよい」と「午後の遅い時間がよい」という回答者がそれぞれ７人

（41.2％）で最も多かった。 

 ③ 報告会を何で知ったか（設問３） 

● 「チラシ」という回答者が 11 人（44.0％）と最も多く、次いで「メール」「案内状」「その

他」がそれぞれ６人（24.0％）となっている。 

 ④ 報告会に来てよかったと思うか（設問４） 

● 「よかった」16 人（66.7％）、「大変良かった」８人（33.3％）となっている。 

 

＜凡例＞ 

１）当該設問に対する回答数を「n=」で表記した。 

   ２）自由記述については、回答者の意図を損なわぬよう、原則として原文の形で取りまと

めた。 
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（１）はじめにあなたの学年（学生のみ回答）、世代、所属をお聞きします。（各１つに○） 

 

① 学年（学生のみ回答）（n=12） 

 

 

② 年齢（n=21） 

 

 

③ 所属（n=26） 

 

 

 

3人（25.0%）

3人（25.0%）

3人（25.0%）

3人（25.0%）

0人（0.0%）

0 1 2 3 4 5

1．1年

2．2年

3．3年

4．4年

5．夜間学生

（人）

2人（9.5%）

7人（33.3%）

1人（4.8%）

4人（19.0%）

7人（33.3%）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1．10歳代

2．20歳代

3．30歳代

4．40歳代

5．50歳代以上

（人）

7人（26.9%）

12人（46.2%）

7人（26.9%）

0 5 10 15

1．一般参加

2．学生

3．本学教職員

（人）



81

 

 

（２）報告会の長さ、開催時間についてお聞きします。（各１つに○） 

 

① 報告会の長さ（n=22） 

 

 

② 報告会の開催時間（n=17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3人（13.6%）

19人（86.4%）

0人（0.0%）

0 5 10 15 20

1．長いと思う

2．適当な長さと思う

3．短いと思う

（人）

1人（5.9%）

7人（41.2%）

7人（41.2%）

2人（11.8%）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1．午前中がよい

2．午後の早い時間がよい

3．午後の遅い時間がよい

4．夜の時間がよい

（人）
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（３）今日の報告会を何で知りましたか。（複数回答可） 

（n=33） 

 

 

＜その他の記述＞ 

・ゼミの LINE での案内 

・教員 

・坪内晃先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1人（4.0%）

3人（12.0%）

11人（44.0%）

6人（24.0%）

6人（24.0%）

6人（24.0%）

0 5 10 15

1．新聞

2．ホームページ

3．チラシ

4．メール

5．案内状

6．その他

（人）
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（４）報告会に来てよかったと思いますか。（１つに○） 

（n=24） 

 

「１．大変良かった」を選択した理由（自由記述） 

 ・学生の活動や取組みなどが、具体的に理解でき、ただ単に勉強するだけでなく、地域の中へ

入り込んだりすることをもっともっとしてほしいと思います。(所属：一般参加) 

・今後、私も報告する立場になるかもしれないので、参考になった。(所属：学生) 

・実際に自分たちが行ってきた企画について発表し、共有、大学のＰＲなどにもつながること

によってさらなる発展が期待できる。(所属：学生) 

・まちラボやわくほくメディアラボの利用法が聞けたから。(所属：学生) 

・学生の活動とそれに期待しあと押しする大学や関係機関のあたたかい支援・後援がすばらし

い。(所属：本学教職員) 

 

「２．よかった」を選択した理由（自由記述） 

 ・活動内容が理解できました。(所属：一般参加) 

・活動の広がりをたしかめ合い力合わせの場になりうる。(所属：一般参加) 

・地(知)の拠点として本学がどういう取組をしているかがわかった。(所属：一般参加) 

・活動の報告によって自主的な活動の発信のきっかけになりそう。(所属：学生) 

・大学が行った情報をまとめて聞けたから。(所属：学生) 

・他の人が何をやっているのか分かったから。(所属：学生) 

・地域の色々なことがわかりました。(所属：学生) 

・本学の様々な取り組みを知ることができたため。(所属：学生) 

 

 

8人（33.3%）

16人（66.7%）

0人（0.0%）

0人（0.0%）

0人（0.0%）

0 5 10 15 20

1．大変良かった

2．よかった

3．ふつう

4．あまり良くなかった

5．よくなかった

（人）
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（５）今後、このような会で取り扱ってほしい内容や話題（学生、本学教職員は行いたい内容や話題）

をお聞かせください。 

 

 ・色々な知的意欲を刺激される場なので、より多くの方（市民、学生）が参加でき、何かが”生

まれる”場になってほしい。(所属：一般参加) 

・他の地域活動の相互交流の場になってもおもしろいね。(所属：一般参加) 

・ぐんぐん塾など。(所属：学生) 

・授業の一環としてみんな（学生）で参加する必要があると感じました。モチベーションがあが

る会だと私は感じたので、そのように参加してほしいです。(所属：学生) 

・大学と地域の学校との間で取り組んでほしいこと。(所属：学生) 

・プレゼン形式の場合、すべての資料を用意するようお願いします。(所属：学生) 

・ひきつづき学生たちの地域活動を報告、発信してほしい。(所属：本学教職員) 

・メディアラボへのブレストツールの導入、Internet 接続、まちなか↔わくほく間ライブ配信。

(所属：本学教職員) 
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（６）さいごに、各報告についてご感想や激励のメッセージがありましたらお聞かせください。 

 

「温泉街に、あかりをつけて。」（自由記述） 

 ・人と人が交わる場面を「きずな」として切りとられたすてきな内容でした。(所属：一般参加) 

・元温泉小学校の教員であの頃にあった子供達の笑顔を伝えてもらってうれしかった。伝える

ことの大切さを感じられた。多くの心を伝えて下さい。(所属：一般参加) 

・映像すばらしかったです。今後も宗谷のＰＲになる作品をお願いします。(所属：一般参加) 

・地域の方々の取り組み、苦労、表情が非常によくまとめられ伝わる映像でした。あとは、こ

ういった映像をどう活用していけるか、うまく活用してほしい。(所属：一般参加) 

・きちんとストーリーが出来ていて見やすい映像でした!!次回の作品が楽しみです!!(所属：一

般参加) 

・もっと市民の方にも報告できるような企画があればいいですね。(所属：一般参加) 

・見てて飽きなかった。(所属：学生) 

・素晴らしい動画でした。(所属：学生) 

・すごく感動しました。本当に賞を受賞したのを確信しました(笑)(所属：学生) 

・現段階では問題点などはあるが新しい学習支援の形だと感じた。(所属：学生) 

・"みんなで!"というコンセプトが見事に貫かれていた。(所属：本学教職員) 

・全部良かったです。第 1回目と比べてのびのびした奮囲気でした。また、出席者の方々の意

見、感想が多くあり聞きごたえがありました。(所属：本学教職員) 

・地域再生の活動を伝えるには最も効果的であると思った。(所属：本学教職員) 

・音響の調整を事前にしておかないとね。／新聞資料を用意しておけばよかった。(所属：本学教

職員) 

 

「猿払村学習支援(松尾さん)」（自由記述） 

 ・感情は想いを伝える調味料。「やったー」「大丈夫か？」という起伏があれば、もっと伝わっ

たかな。いい内容だから。(所属：一般参加) 

・ぐんぐんでもがんばっていた成果出たかな。人と人とがつながりの中で豊かに心も頭もなっ

ていくことが大切だね。がんばりましょう。(所属：一般参加) 

・こうした遠隔授業により学力向上につながるとすばらしいと思います。今後のご活躍をご期

待しております。(所属：一般参加) 
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・宗谷管内の教育水準を向上させる素晴らしい可能性を秘めた取組だと感じた。それぞれの子

どもたちの進度、理解度、性格に応じたきめ細かい対応はきっと課題のひとつであろうが、

全体の底上げとなるよう、がんばってほしい。(所属：一般参加) 

・教育長のお話しのとおり、子供達が目を輝かせていたのが目にうかびました。次につながる

企画ですね。(所属：一般参加) 

・学習支援から更には高齢者向けの”○○教室”などにも取組んでみてほしい(所属：一般参加) 

・私たち後輩に今度アドバイスください。(所属：学生) 

・おつかれさまでした。(所属：学生) 

・とてもわかりやすい構成で理解しやすかったです。発表が堂々としていて流石と感じました。

自己紹介をしっかりしてほしかったです！(所属：学生) 

・活動も大変充実していたものでしたが報告もポイントをおさえていてわかりやすかった。(所

属：本学教職員) 

・全部良かったです。第１回目と比べてのびのびした奮囲気でした。また、出席者の方々の意

見、感想が多くあり聞きごたえがありました。(所属：本学教職員) 

・最後のサプライズの際の子供たちの表情が見たかった。(所属：本学教職員) 

 

「猿払村学習支援(江戸さん)」（自由記述） 

 ・感情は想いを伝える調味料。「やったー」「大丈夫か？」という起伏があれば、もっと伝わっ

たかな。いい内容だから。(所属：一般参加) 

・ぐんぐんでもがんばっていた成果出たかな。人と人とがつながりの中で豊かに心も頭もなっ

ていくことが大切だね。がんばりましょう。(所属：一般参加) 

・こうした遠隔授業により学力向上につながるとすばらしいと思います。今後のご活躍をご期

待しております。(所属：一般参加) 

・宗谷管内の教育水準を向上させる素晴らしい可能性を秘めた取組だと感じた。それぞれの子

どもたちの進度、理解度、性格に応じたきめ細かい対応はきっと課題のひとつであろうが、

全体の底上げとなるよう、がんばってほしい。(所属：一般参加) 

・教育長のお話しのとおり、子供達が目を輝かせていたのが目にうかびました。次につながる

企画ですね。(所属：一般参加) 

・学習支援から更には高齢者向けの”○○教室”などにも取組んでみてほしい(所属：一般参加) 

・私たち後輩に今度アドバイスください。(所属：学生) 

・おつかれさまでした。(所属：学生) 
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・とてもわかりやすい構成で理解しやすかったです。発表が堂々としていて流石と感じました。

自己紹介をしっかりしてほしかったです！(所属：学生) 

・活動も大変充実していたものでしたが報告もポイントをおさえていてわかりやすかった。(所

属：本学教職員) 

・全部良かったです。第１回目と比べてのびのびした奮囲気でした。また、出席者の方々の意

見、感想が多くあり聞きごたえがありました。(所属：本学教職員) 

・最後のサプライズの際の子供たちの表情が見たかった。(所属：本学教職員) 

 

「まちづくりサロン」（自由記述） 

 ・「ケンキョ」って発表する時には、相手に受け入れやすくするエッセンス。サロンがどんどん

広がってくれると有用感もてますね。(所属：一般参加) 

・今後の展開をご期待しております。(所属：一般参加) 

・サロン自体も入口としてとても意義があると思う。でもどうせなら、サロンを終えてこれを

ここまで実現したというところをゴールとしてやってほしい。(所属：一般参加) 

・武田くん、やっぱり早口だったなぁ～おつかれ様～(所属：一般参加) 

・今後、さまざまなサロンの実施を行い、市や地域に反映できればとても良いと思います。(所

属：一般参加) 

・丁寧で良かった。(所属：学生) 

・今後も期待しています。(所属：学生) 

・稚内のまちおこしということで、若者が主体ということだが、稚内のまちづくりに足りない

部分を補う取り組みだと感じた。(所属：学生) 

・せっかくのアイディアが実行、実現できるように頑張ってほしい。(所属：本学教職員) 

・全部良かったです。第 1回目と比べてのびのびした奮囲気でした。また、出席者の方々の意

見、感想が多くあり聞きごたえがありました。(所属：本学教職員) 

・URL がカーソル、コメントにかくれて全部見えなかった。(所属：本学教職員) 

 

「まちなかメディアラボ」（自由記述） 

 ・なんでもできる可能性があります。やりたいことをもっている人が増えるといいですね。(所

属：一般参加) 

・期待しつつ活用をみんなで創り上げたいですね。(所属：一般参加) 

・地域の活性化に連携・協働出来たらと思います。(所属：一般参加) 
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・コンセプトがしっかりしていて、やれることはある意味無限かと思います。学生がぜひ”継

続的に”自主的に、例えばサロンで出たアイディアを使うなど、もっと広げてほしい。(所属：

一般参加) 

・商店街との連携楽しみです。商店街の店主さん達をまきこめると良いですネ。(所属：一般参加) 

・協力できることがあればドンドン連携しましょう。(所属：一般参加) 

・まちラボについて理解することができました。(所属：学生) 

・利活用に関して、学生の自主性の構築を目指して下さい。(所属：学生) 

・誰もがふらっと立ち寄り、集いあうフリースペースとして期待している。(所属：本学教職員) 

・全部良かったです。第１回目と比べてのびのびした奮囲気でした。また、出席者の方々の意

見、感想が多くあり聞きごたえがありました。(所属：本学教職員) 

 

「わくほくメディアラボ」（自由記述） 

 ・ラーニング・コモンズは、自治体の課題を取り扱う内容も興味わきます。(所属：一般参加) 

・学校のフリーオープンスペース的なものかな。(所属：一般参加) 

・他の取組ともうまく連けいしていけばとてもおもしろいと思う。稚内のラボ、皆が集うわっ

か（〇）のラボ、という意味で「わっか（〇）ラボ」とかいかがでしょうか。(所属：一般参加) 

・使い方次第でいろいろできそうですね！自宅からはこちらが近いので土、日等はこちらを利

用してみたいです。平日は、まちなかメディアラボを利用してみたいです。(所属：一般参加) 

・わくほくメディアラボの利用方法や愛称を考えてきます。(所属：学生) 

・頑張って下さい。万が一の事が何も伝わらなかった。期待していないのか。(所属：学生) 

・「うちラボ」という愛称はいかがでしょうか。学生全体を「家族」とするならば大学は「わが

家」なので＋「まちラボ」は大学外なので。(所属：学生) 

・学習コンシェルジュとして適任者が配置されるよう願っています。(所属：本学教職員) 

・全部良かったです。第１回目と比べてのびのびした奮囲気でした。また、出席者の方々の意

見、感想が多くあり聞きごたえがありました。(所属：本学教職員) 
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資料（アンケート調査票） 

 

ア ン ケ ー ト 

＜ お 願 い ＞ 
● このアンケートは、ＣＯＣ推進事業の推進と地域活動報告会の充実を図る目的で、参加者の皆様の感想や

ご意見をお伺いするものです。 
● このアンケート調査の結果は、集計して利用され、個人を特定することはありません。 
● このアンケートにより得た情報の管理は、個人情報保護規程等に則り、ＣＯＣ推進委員会が適切に行いま

す。ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

以下、６点お伺いします。該当する番号に○を付け、自由記述に感想をお書きください。 

（１）はじめにあなたの学年（学生のみ回答）、世代、所属をお聞きします。（各１つに○） 

   ① 学年（学生のみ回答） １．１年  ２．２年  ３．３年  ４．４年  ５．夜間学生 

   ② 世代 １．10 歳代  ２．20 歳代  ３．30 歳代  ４．４０歳代  ５．50 歳代以上 

   ③ 所属 １．一般参加  ２．学生  ３．本学教職員 

（２）報告会の長さ、開催時間についてお聞きします。（各１つに○） 

   ① 報告会の長さ  １．長いと思う    ２．適当な長さと思う   ３．短いと思う 

   ② 会の開催時間  １．午前中がよい   ２．午後の早い時間がよい ３．午後の遅い時間がよい 

                      ４．夜の時間がよい 

（３）今日の報告会を何で知りましたか。（複数回答可） 

   １．新聞  ２．ホームページ  ３．チラシ  ４．メール  ５．案内状  ６．その他（      ） 

（４）報告会に来てよかったと思いますか。（１つに○） 

   １．大変良かった  ２．よかった  ３．ふつう  ４．あまり良くなかった  ５．よくなかった 

   理由をお聞かせください ：                                 

（５）今後、このような会で取り扱ってほしい内容や話題（学生、本学教職員は行いたい内容や話

題）をお聞かせください。 

    

 

（６）さいごに、各報告についてご感想や激励のメッセージがありましたらお聞かせください。 

温泉街に、あかりをつけて。：  

猿払村学習支援(松尾さん)：  

猿払村学習支援(江戸さん)：  

まちづくりサロン：  

まちなかメディアラボ：  

わくほくメディアラボ：  

＜ご協力いただきましてありがとうございました＞ 
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10．ＣＯＣ推進連絡会議 

 

実施概要 

 

第１回稚内北星学園大学 COC 推進連絡会議 

日 時 平成 27 年３月 23 日（月）15:00～17:00 

場 所 稚内北星学園大学本館１階会議室 

    議事次第 

１．開  会 

     ２．開会挨拶（学長 佐々木政憲） 

     ３．出席者紹介（委員名簿・会議規程添付） 

     ４．議長選出（学長 佐々木政憲を選出） 

     ５．議事開始（進行説明） 

     ６．事業報告 

       （１）全  体 

       （２）地域教育支援室 

       （３）地域観光支援室 

       （４）まちなか振興支援室 

       （５）学生 COC 支援室 

       （６）わくほくメディアラボ 

     ７．感想・意見交換（外部委員から） 

８．当面のスケジュール 

９．その他 

10．閉会挨拶（学長 佐々木政憲） 
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委員名簿 

 
委員名称 所属・役職 規程第３条 氏 名 

議 長 学 長「事業推進代表者」 １号委員 佐々木政憲 

委 員 学部長「事業推進責任者」 １号委員 斉藤 吉広 

委 員 地域教育支援室長 ３号委員 坪内  晃 

委 員 地域教育支援室副室長 ３号委員 米津 直希 

委 員 地域教育支援室副室長 ３号委員 安藤 友晴 

委 員 まちなか振興支援室長 ４号委員 若原 幸範 

委 員 まちなか振興支援室副室長 ４号委員 遠藤 孝夫 

委 員 まちなか振興支援室副室長 ４号委員 柊  和佑 

委 員 地域観光支援室長 ５号委員 黒木 宏一 

委 員 地域観光支援室副室長 ５号委員 藤崎 達也 

委 員 地域観光支援室副室長 ５号委員 小谷 彰宏 

委 員 学生 COC 支援室長 ６号委員 侘美 俊輔 

委 員 学生 COC 支援室副室長 ６号委員 若原 幸範 

委 員 学生 COC 支援室副室長 ６号委員 米津 直希 

委 員 図書館長「わくほくメディアラボ室長」 ７号委員 安藤 友晴 

委 員 COC プログラムオフィサー ８号委員 手島 孝通 

委 員 メディア表現指導員「まちなかメディアラボ所属」 ９号委員 中野 窓香 

委 員 稚内市政策調整部参事 ２号委員 枡田 紀行 

委 員 稚内市教育委員会学校教育課長 ２号委員 遠藤 直仁 

委 員 稚内市経済部観光交流課長 ２号委員 渡辺 直人 

委 員 稚内市経済部水産商工課長 ２号委員 中村 清司 

委 員 利尻町教育委員会教育長 ２号委員 川端 一輝 

委 員 稚内中央商店街振興組合関係者 ２号委員 尾崎 篤志 

委 員 ㈱まちづくり稚内常務取締役 ２号委員 吉川 利明 

委 員 ㈶稚内観光協会専務理事 ２号委員 東  政史 

委 員 稚内市教育研究所所長 ２号委員 高井 徳廣 

委 員 稚内市教育研究所所員 ２号委員 江川 善次 

委 員 猿払村教育委員会教育長 10 号委員 大石  真 

委 員 豊富町教育委員会教育長 10 号委員 小野寺英治 

委 員 稚内商工会議所専務理事 10 号委員 小川 勝美 
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議事要旨 

 

 紙面の都合上、感想（外部委員から）のみ抜粋して掲載する。 

 

○稚内市（桝田様） 

ことしの取り組み状況についてお話を伺いましたので、どういったことをやっているのかとい

うのは大体内容は分かった。 

 特に期待しているのは、やはり中心市街地の活性化というところで、これは市としても大変重

要な位置づけで取り組んでいる。そちらのほうを頑張ってほしいというのが一つ。それと、せっ

かく文科省の採択を受けている COC 事業なので、もっと全国的にアピールし、稚内北星学園大学

のイメージを上げてほしいと思っている。 

 

○稚内市（遠藤様） 

 グングン塾について、子どもたちはもちろんのこと、本当に学生にとってもよい経験になった

のだろうなと思っている。11 月と１月に、大学とも懇談をさせていただいた。27 年度も引き続き

グングン塾を実施しますので協力をお願いしたいと思っている。今、現５年生、新６年生対象の

春休みグングン塾という新たな試みも大学の協力を得ながらやろうとしているところ。会場の借

用も含めて、本当に大変お世話になっている。 

 グングン塾自体の事業成果としては、保護者アンケートを取った結果、分からないことが分か

るようになったというお子さんの声や、グングン塾に期待する保護者の声もたくさん寄せられて

いる。 

 先だって、標準学力調査が終わって、今、結果を研究所で分析をしていただいているが、３年

生の部分について言うと、前年より学力が少し上がっている、改善されているという結果も出て

いる。４月に学力調査も控えており、学力の数字が全てとは言いませんが、子どもたちの学習の

機会がいろいろな場面で増えるというのは非常にいいことだと思う。今後ともよろしくお願いし

たい。 

 

○稚内市（江川様） 

 研究所の方としてグングン塾で大学 COC と関わっているが、それだけではなくて、ＩＣＴ利用

教育に関して市内で頑張っている先生方が、大学の支援で協働して力をつけていくということが

非常に大事だということで、研究所としても全面的に一緒に活動させていただいている。 
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何よりもまちづくりは人づくり、人づくりとまちづくりとがセットになっているところがキーに

なっていると思う。グングン塾で学生さんに入っていただいて、学習の支援をしていただくとい

うだけではなくて、人と人との関わり方だとか、子どもの居場所だとかいうことがどんどん大き

くなってきて、それが保護者の方から、期待が広がっている。 

安心で安全で、そして笑顔で子どもを育てられる、そんなまち。その中でやっていただけること

で、それをみんなで取り組んでくれているということに対する信頼関係は大きい。ぜひ今後とも

お互いが成長していくということをキーにしながら続けていく必要があると思っている。 

その間、学生さんとも色々関わらせていただいたり、ラインで繋がってみたり、ノートで繋がっ

てみたりしながらやっているが、生き生きとしている学生さんたちが、この地域や、稚内だけで

なくて色々な地域にも元気を与えてくれているということで、COC の事業は非常に重要な活動だ

と認識している。 

  

○稚内市（中村様） 

 私の担当とすれば、やっぱり中心市街地の活性化です。私も担当して結構長くなるが、行政だ

けでは出来ないということを悩んでいて、長年のテーマです。先日も報道などで見ると、地価公

示価格が出て、「キタカラ」ができたが、商店街に波及していないという見出しでドーンと出た。

波及が簡単に出来るかというと、なかなか出来ないと思う。とにもかくにも、やっぱりその場所

に魅力がなければ、なかなか人は来てくれないだろうし、特に商店街と言ってしまうと、やはり

必要なものがなければなかなか人は集まってこないのだろうと思う。しかし、簡単に出来るかと

いうと、まずそれは難しい。 

折角、「まちラボ」という、ある意味、商店街の中に一つ拠点ができたので、その中でさまざまな

活動がこれから行われると思うが、そういったときに、やはり商店街の、本当にそこにいる人た

ちの連携や、私たち行政がどういった部分で一緒にできるかが大事なことだと思っている。この

度「まちラボ」というのが出来て、４月から本格的に活動するという話を伺ったので、本日来ら

れている商店街の理事長さんとも協力しながら、我々のできることを一緒に協働してやれればい

いなと思っている。 

 

○稚内中央商店街組合（尾崎様） 

 私たち商店街の役割というものは相当大きいのではないかと思って、ずっと心して参加させて

いただいているが、先ほど侘美先生より話があった、例えば学生コンペなどには、次年度、商店

街の予算、こちらで使える予算を少し取りたいと思っている。商店街の事業になるかもしれない
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が、まちラボと共同で何かやるという事業の予算づけをして、その中でできることに対応出来る

のではないかと思っている。 

 「まちゼミ」も、なかなか業種によって難しかったりするかも知れないが、できる範囲で、で

きる中身をやっていくこと、これはそんなにお金がかかる話ではないので、協力していただける

お店を探すということであれば、すぐにでも出来ることと思っている。 

 学生がどれぐらいやる気でやってくれるかというのと、そのサポートは結構大事なのではない

かと、２月の「かまくらカフェ」で感じた。やる気がある学生が頑張ろうとしたときに、何を頑

張っていいのかが分からない、そんな感じを私は受けたが、その中で、色々とアドバイスをする

と、ますます迷ったりすることもある。そこはやはり頻度よくアプローチをかけていくような形

をとると、きっと学生はどんどんやってみたいという気持ちが大きくなってくるのではないかと

思う。そういう機会がたくさんあるといいなと思う。 

 

○まちづくり稚内（吉川様） 

 まちラボの名前と場所と、何となく何かやっているという雰囲気は出ていると思うが、商店街

の中でどんなことを実際の活動としてやるのかがなかなか現実的には伝わっていないのが現状で、

実際、これから色々な活動をしながら、それがだんだん認知されていくのだろうと思う。拠点と

して、少なくとも商店街の中に構えたので、どんなことができるか、どんなことを発信してくれ

るか、それが一般の市民の方に伝わって、実際にやる側の意欲だけでなく、現実的に一定程度の

具体的な成果、そういうものに出てくる必要があると思う。 

 そういう意味で、これからきっと一般的に商店街で言われている「まちゼミ」をやっていくの

だと思うが、どれだけ上手に認知してもらい、それに関わる人たちが増えるか、そういうところ

がすごく大事なのではないか。そのときに、どんなとらえ方をして、学生たちはそれをどうやっ

て実践するか、それがすごく大事ではないかと思う。ですから、開設すること自体は、皆さん自

由に使える広場みたいな空間ができたと理解してくれると思うが、そこでどういうことを実動す

るのかというのは、逆にこれから求められる。 

 市民から見たときに、生活実感に繋がるとか、観光客の誘致に繋がるとか、現実的に使えるも

のとか、そういうものを持っていないと、単なる学習活動の一環みたいな形になってしまっては、

実際のまちなかでやる活動としては、最終的な成果が、なかなか捉えにくいのではないかと思う。 

 実践するときに、テーマのとらえ方とか、伝え方が非常に大事になると思う。我々としてもぜ

ひそういう活動はやっていただきたいし、また、そういう場所の提供に関しては非常に期待して

いる。協力できるものは協力していきたいと思う。 
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○稚内市（渡辺様） 

今いろいろと各支援室のほうから御報告いただいた。 

最初にお話があった観光の部分だけでいうと、観光の入り込みの停滞があったり、情報発信の

不足があったりと、課題が見えやすくなっている分野でもあると感じている。 

私どもも色々なことを取り組んでいることもあり、貴学の取り組まれている COC 事業も、振興局

さんでやられていて尾崎さんが関わっているＳＯＹＡ ＰＡＲＴＹの観光に関わる情報発信事業

などが、今、稚内の中で輻輳して動いているのが実態ではないのかという感想を個人的には持っ

ている。それがうまく連携するのが一番効果的であり、また、それが観光客に向かっての発信力

にもなり、当然、地元に対しての貢献度にも繋がるのだと思っている。個々の部分に関して、協

力させていただける部分は是非協力させていただきたいと思っている。情報共有の部分に関して

は、皆様のほうに出せるものはしっかり出していかなければならないと思っている。 

COC 事業は文科省の補助で動いていらっしゃるし、振興局さんの方と繋がるのかどうかまだは

っきりお聞きしていないが、その辺が、うまく連携ができるようなことをやっていただけるのが

いいのかなと思う。行政側も、せっかく皆さんがおやりになられているのを、足を引っ張るよう

な動きをするわけにもいきませんし、みんなうまく連携していって寄り添っていけるのか、前を

走るのか、横にいるのかは別にして、進めていければいいと思う。 

 地域観光支援室の事業で、ガイドアプリの開発が今年度から進められるとのことだが、私ども

も情報発信を色々と考えており、国で今進められているインバウンドに向けた情報発信で、アプ

リの話というのが随分と出てきていることから、大学側がどんな形で情報発信をお考えなのか、

デモでも構わないので見せていただければ、私たちも勉強をさせていただきながら、連携させて

もらえると助かると感じている。 

 

○稚内観光協会（東様） 

 私ども、渡辺課長とも一緒に連携をとりながら、色々な関係者で観光振興ということで動いて

いる。そんな中で、貴学の皆さん、それから学生の皆さんが地域に出て関わっていただけるとい

うことで、非常に心強く思っている。 

 実際、今年度も、何回か関係者と学生さんたちの接点があり、具体的には今後の振興策を考え

ていただくため、ボランティアガイドさんと一緒になってウォーキングをし、実際に体験しても

らうなど、徐々に連携がとれていくものと思っている。 
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 基本的に、若い人たちの知恵やアイディア、感性をぜひ活用させていただきたい。実際、授業

で習得した技術や、知識等を、ぜひ地域に具体的に使っていただきたい。観光客用のマップの作

成や、ホームページの有効な使い方等々も一緒にやっていただければと思う。ぜひ続けて連携を

とっていきたい。 

 

○稚内商工会議所（小川様） 

 今、先生方にいろいろ御説明を聞いて、従来から新聞報道などでうっすら分かっていたところ

もあったが、なかなか一生懸命やっている感じがした。結局、この事業の目的は、北星大学の学

生さんがこういう活動をされた、その結果、地元の企業が稚内北星大学の学生が欲しいなという

流れになるのが一番大事なことだと思って聞いていた。 

観光は非常に取り組みやすいテーマなので、それなりに具体的な取り組みが見えているが、本来

であれば、地域で暮らしている人間がどの産業に従事して、この街で生きているのかというとこ

ろに視点を動かしていかなければ、テーマパーク的な観光にいってしまうのではないだろうかと

思う。稚内という街は水産と酪農で成り立っている街なので、その辺も視点に入れた事業の展開

が必要なのではないかと思っている。 

 学んでいく中で、この実証実験にトライしているわけだが、その中で、当然、有償で出来る分

野をどれだけ作っていくのかということが大事だと思う。こういう田舎の街ですから、学生さん

たちがアルバイトをやる機会はかなり制約されてくると思う。こういう取り組みを通してきちん

と経済活動に繋がる、そういう仕組みが必要だと思う。そういう中で、どうやって地域の経済団

体が関わっていくのかというところを、私たちとしても考えていかなければならない。町村のほ

うには商工会もありますし、やはり先生方が考えた段階で、一度御相談をいただければという感

触はある。 

 ネーミングは素晴らしいが、私は結構年くっているので、「まちラボ」と言われても、何言って

いるのよという感覚になると思うが、今一番お金を持って自由に旅行をしている、買い物してい

る世代というのは、やっぱり団塊の世代。その方たちが「まちラボ」という看板を見て、中で何

があるのか、怖くてドアを開けないのではないかと思う。研究機関の事業名称ではいい。でも、

誰に対してそのサービスをやっているのか、サービスの受け手がわかるようなネーミングなり情

報発信をしなければ、それこそ学問の世界での学問で終わってしまうのではないかなと思う。消

費者の目線でやっていただければ素晴らしいと思う。この中で一番成功している事例は、多分グ

ングン塾だと思う。これは単純に子どもさんの学習能力がぐんぐん伸びますよと、イメージとし
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てもわかる。そういうところをちょっと工夫していただければ、これだけ全学挙げて頑張ってい

る事業なので、私たちとしても積極的に仲間に入れていただきたいと思って聞いていた。 

 

○猿払村（大石様） 

 私は教育の立場でお話しさせていただく。 

短期的なものではなく、長期的な形の中で見ていったときには、本当にありがたかったという印

象を持っている。何がということは、私のいる猿払村では塾とかそういうものはない。その中で、

学びたいときに学べるという環境がある、それを提供してもらえるということ。大学という知の

拠点がいい形で働いて、力を貸していただけたことを感謝している。 

 もっと将来的に進めば、教育のへき地性を克服できるのではないかと考えている。自分が分か

らないときに、メディアを通して、テレビを通して、先生がいて、そこで聞いて、そこで学んで、

こんないい学校なかったよという、故郷の良さを実感できる、そんなシステムができ上がったら

いいなと思っている。その力を貸していただいた。大学の専門性を活かしてくれたのでないかと

考えている。来てくれた大学生が子どもたちと触れ合う中で、学校でやっているピザの窯で焼い

たピザを一緒に食べ、子どもが多くの人と出会う、人と行き交うという大きな成長、学びの場を

与えてもらっているのではないかなという気がしている。 

 今、子どもたちは、これから宗谷管内で生きていくときに、人と交わる術を学ぶことが一番大

事だと思いますし、まちづくりの一番大きな根本になるのは、やはり人と交わる能力が大切だと

思う。そういう意味でも、これからも是非そういう可能性を広げていただければと思う。 
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11．活動記録一覧 

 

活動記録一覧表 

７月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

28 日 第 1回 COC 推進委員会会議 28 日 第 1回 ICT 機器活用研究会 28 日 ICT 利用レクチャーでの紹

介 

     31 日 採択のプレスリリース 

 

８月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

4 日 広報委員会で COC 広報につ

き議論 

    1 日 「日刊宗谷」「読売新聞」COC

採択 

全学生に採択報告メール 

8 日 文科省の「補助金説明会」

に参加 

    3 日 「稚内プレス」COC 採択 

11 日 稚内市と包括連携協定締結     4 日 「ICT 技術と自然環境ワー

クショップ」で紹介 

12 日 文科省に補助金調書を送信     5 日 「北海道新聞」COC 採択 

教員免許更新講習にて採択

紹介 

26 日 第 2回 COC 推進委員会会議     13 日 「わっぴー」COC 採択 

      20 日 「日刊宗谷」猿払村遠隔学

習支援予告 

 

９月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

2 日 教授会で事業実施の報告と

提起（1） 

11 日 市役所、観光協会、中央商

店街と協議 

11 日 「日刊宗谷」「稚内プレス」

地域活動報告会予告 

10 日 第 3回 COC 推進委員会会議 13 日 猿払村遠隔学習支援（1/4） 16 日 COC 推進委員会活動レポー

ト no.1 

16 日 第 1回 地域活動報告会 20 日 猿払村遠隔学習支援（2/4） 17 日 「稚内プレス」地域活動報

告会報告 

29 日 第 4回 COC 推進委員会会議 25 日 稚内大谷高校生への ICT 利

用授業 

18 日 「日刊宗谷」地域活動報告

会報告 

  27 日 猿払村遠隔学習支援（3/4） 19 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.1 

地域観光支援室活動レポー

ト no.2 

        26 日 「日刊宗谷」「稚内プレス」

ICT 利用授業報告 
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10 月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

20 日 経費内定 4 日 猿払村遠隔学習支援（1/4） 1 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.3 

23 日 第 5回 COC 推進委員会会議 8 日 「稚内学」で「地域におけ

る地の拠点」 

8 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.4 

28 日 教授会で事業実施の報告と

提起（2） 

18 日 まちづくりサロンin稚内北

星学園大学 

10 日 「北海道新聞」「日刊宗谷」

猿払村遠隔学習支援報告記

事 

   31 日 第 2回 ICT 機器活用研修会 14 日 地域教育支援室活動レポー

ト no.1 

     17 日 「北海道通信」猿払遠隔学

習支援報告 

    26 日 「日刊宗谷」事業全体 

 

11 月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

4 日 第 6回 COC 推進委員会会議 6 日 第 1回 地域観光研究会 

学習コンシェルジュ・メデ

ィア表現指導員の公募 

3 日 北海道新聞にチラシ折込 

25 日 第 7回 COC 推進委員会会議 12 日 グングン塾総括会議 11 日 日刊宗谷にチラシ折込 

    18 日 稚内市市民共同課長と協議 19 日 「日刊宗谷」まちラボ紹介

「日刊宗谷」高大連携授業

予告 

    19 日 猿払村遠隔学習支援総括会

議 

21 日 「日刊宗谷」豊富映像作品

受賞 

    22 日 道北研究会セミナーで COC

事業報告 

25 日 COC 推進委員会活動レポー

ト no.2 

    27 日 学生移動用ワゴン配置 27 日 「日刊宗谷」豊富、高橋さ

ん映像作品受賞 

    30 日 まちづくり稚内ワークショ

ップに参画 

29 日 「日刊宗谷」まちづくりサ

ロン報告 

    30 日 「北海道新聞」豊富映像作

品受賞 

 

12 月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

2 日 教授会で事業実施の報告と

提起（3） 

第 8回 COC 推進委員会会議 

1 日 メディア表現指導員就任 3 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.5 

9 日 第 9回 COC 推進委員会会議 1～25

日

キタカラでプロジェクショ

ン・アート 

4 日 「北海道新聞」豊富映像作

品受賞 

15 日 文科省より交付請求書の提

出指示 

 

20・21

日

まちラボプレオープン 10 日 「北海道新聞」まちラボプ

レオープン 
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16 日 第 10 回 COC 推進委員会会

議 

  19 日 まちなか振興支援室活動レ

ポート no.1 

まちなか振興支援室活動レ

ポート no.2 

      20 日 「稚内プレス」移住者映像

作品紹介 

「日刊宗谷」まちラボプレ

オープン予告 

     21 日 「稚内プレス」まちラボプ

レオープン関連 

「日刊宗谷」まちラボプレ

オープン報告 

      22 日 「読売新聞」まちラボプレ

オープン報告 

 

平成 27 年１月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

6 日 第 11 回 COC 推進委員会会

議 

15 日 稚内市教育部と協議 

第 2回 地域観光研究会 

6 日 まちなか振興支援室活動レ

ポート no.3 

20 日 第 12 回 COC 推進委員会会

議 

29 日 稚内ロータリークラブで事

業説明 

9 日 「北海道通信」猿払遠隔学

習支援特集 

23 日 理事会・評議員会で進捗状

況を報告 

30 日 まちラボ 1階に移転 13 日 「NHK テレビ道内ニュース」

まちラボプレオープン 

27 日 第 13 回 COC 推進委員会会

議 

地域志向教育研究経費の公

募開始 

  16 日 「北海道新聞」移住者映像

作品 

30 日 COC+事業等説明会に参加     19 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.6 

      21 日 地域教育支援室活動レポー

ト no.2 

        22 日 「日刊宗谷」南中坂映像作

品受賞 

      24 日 「朝日新聞」本学 COC 事業

        25 日 「北海道新聞」南中坂映像

作品受賞 

      28 日 「稚内プレス」観光セミナ

ー 

「わっぴー」まちラボ 

    30 日 「稚内プレス」豊富映像作

品受賞 

 

２月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

1 日 プログラムオフィサー就任 9 日 稚内南ロータリークラブで

事業説明 

 

3 日 「日刊宗谷」まちラボ移転
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12 日 第 2回 地域活動報告会 11 日 「まちラボ」プチオープン

開始 

13 日 「北海道新聞」まちラボ 

17 日 第 14 回 COC 推進委員会 13 日 子育て運動交流会で教育事

業説明 

14 日 「日刊宗谷」地域活動報告

会 

20 日 プログラムオフィサーが文

科省と会談 

14 日 彩北わっきゃナイトにスノ

ーキャンドル、 

プロジェクション・アート

で参加 

18 日 公式 facebook ページ公開 

24 日 教授会で事業実施の報告と

提起（4） 

27 日 ラーニング・コモンズ先進

地視察 

19 日 「北海道新聞」メディア表

現指導員 

27 日 地域志向教育研究経費に 8

件応募 

27・28

日

高知大学 COC シンポジウム

に参加 

21 日 「稚内プレス」まちラボ 

   23 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.7 

地域観光支援室活動レポー

ト no.8 

      25 日 COC 推進委員会活動レポー

ト no.3 

 

３月 

全体 連携活動、各課題・各支援室の活動 広報・関連報道 

2 日 第 15 回 COC 推進委員会 15～

18 日

「まちゼミ」先進地視察 2 日 地域観光支援室活動レポー

ト no.9 

10 日 第 16 回 COC 推進委員会 

全体会議でプログラムオフ

ィサーが訴え 

19 日 道北研究会で学長が講演 6 日 「日刊宗谷」地域志向教育

研究経費 

12 日 27 年度調書提出 26 日 「SOYA 地域資源ネットワー

ク」に出席 

17 日 「わっぴー」まちラボ 

17 日 第 17 回 COC 推進委員会 

地域志向教育研究経費プレ

ゼン① 

26・28

日

本学で実施の潮小春休み学

習会に学生が支援 

19 日 「日刊宗谷」まちラボオー

プン予告 

23 日 第 1回 COC 推進連絡会議 28・29

日

自然の家学習に学生会が支

援 

28 日 「日刊宗谷」潮小春休み学

習会 

24 日 地域志向教育研究経費プレ

ゼン② 

  29 日 「日刊宗谷」自然の家学習

会 

25 日 第 18 回 COC 推進委員会         

30 日 第 19 回 COC 推進委員会         
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広報資料 
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ＣＯＣ新聞 
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新聞記事 

 平成 26 年度の本学 COC 事業については、多数新聞やテレビにおいて報道された。以下では、そ

の中から一部を転載し紹介する。 

 

2014 年７月 11 日 日刊宗谷 

 

 

2014 年８月１日 読売新聞（道北 12 版 25 面、地域） 
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2014 年８月１日 日刊宗谷 
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2014 年９月９日 日刊宗谷 
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2014 年 10 月 17 日 北海道通信 
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2014 年 12 月 21 日 日刊宗谷 
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2015 年１月９日 北海道通信 
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2015 年１月 15 日 グラフわっかない 
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2015 年２月 13 日 北海道新聞 

（利用番号 11005）  
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2015 年２月 14 日 日刊宗谷 
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2015 年２月 21 日 稚内プレス 
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2015 年３月 23 日 北海道新聞 

（利用番号 11005） 

 

2015 年３月 28 日 稚内プレス 
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12．規 程 集（平成 27 年３月 31 日現在） 

  

稚内北星学園大学 COC 推進委員会規程 

平成 26 年 12 月１日 制定 

（目的及び設置） 

第１条 文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に採択された「地域の教育力向上とまちづくり

で協働する地（知）の拠点整備（以下「事業」という。）を全学あげて強力に推進するため、

稚内北星学園大学に COC 推進委員会（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

（業務） 

第２条 推進委員会は、次の各号の業務を行う。 

（１）事業の実施に関すること 

（２）事業の予算及び決算に関すること 

（３）地域志向の教育・研究・社会貢献に関すること 

（４）地域との連携に関すること 

（５）学生参画に関わる業務組織間の調整及び学生活動の監督・助言ならびに情報の発信に関す

ること 

（６）文部科学省への報告等に関すること 

（７）COC 外部評価委員会への諮問に関すること 

（８）その他事業の推進に関すること 

２ 前項の業務について、本学が定める他の規程と重複する場合は、この規程を優先とする。 

（組織） 

第３条 推進委員会の委員は、次に掲げる者をもって組織する。 

（１）学長「事業推進代表者」 

（２）学部長「事業推進責任者」 

（３）地域教育支援室長 

（４）地域観光支援室長 

（５）まちなか振興支援室長 

（６）学生 COC 支援室長 

（７）学内理事 

（８）図書館長 

（９）プログラムオフィサー 



122

 

 

（10）学習コンシェルジュ 

（11）事務局長 

（12）事務局次長 

（13）総務課長 

（14）メディア表現指導員 

（15）その他、学長「事業推進代表者」が必要と認めた者 

（委員長） 

第４条 推進委員会に委員長を置き、学長「事業推進代表者」をもって充てる。 

２ 委員長は、推進委員会の業務を総理する。 

（副委員長） 

第５条 推進委員会に副委員長を置き、学部長「事業推進責任者」をもって充てる。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職務を代行する。 

（プログラムオフィサー） 

第６条 推進委員会にプログラムオフィサーを置き、次に掲げる任務を遂行するものとし、学長

「事業推進代表者」が委嘱する。 

（１）事業全体の進捗状況等に関すること 

（２）自治体・企業・機関・団体等との連携協力への支援に関すること 

（３）評価システムの整備に関すること 

（４）その他事業を推進するための助言・提起・参画に関すること 

２ プログラムオフィサーの業務の詳細な内容については、学長「事業推進代表者」が別に定め

る。 

（推進委員会議） 

第７条 推進委員会議は、副委員長「事業推進責任者」が招集し、その議長となる。 

２ 推進委員会議は、月 1回開催する。但し、必要ある場合は、随時開催することができる。 

（業務推進） 

第８条 推進委員会が決定した本事業の実施にかかる第２条に規定する業務について、具体的に

内容を検討し推進するための業務推進の組織を、次の表に掲げるとおりとする。 

業務名 業務推進組織 

地域志向の教育に関する業務 

地域志向の研究に関する業務 

地域志向の社会貢献に関する業務 

学長「事業推進代表者」が指名する教職員の組織 

学長「事業推進代表者」が指名する教職員の組織 

地域教育支援室（地域の教育力向上） 
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学生参画に係る業務組織間の調整及

び学生活動の監督・助言並びに情報

の発信に関する業務 

地域観光支援室（観光まちづくり） 

まちなか振興支援室（中心市街地活性化） 

学生 COC 支援室 

 

 

２ 各業務推進組織は、審議内容等について、随時、推進委員会へ報告するものとする。 

（わくほくメディアラボ） 

第９条 推進委員会は、本学の教育並びに研究等を支援するため、学内にラーニング・コモンズ

の拠点として「わくほくメディアラボ」（以下「わくラボ」という。）を設置する。 

（１）「わくラボ」は教授会に置き、管理は図書館をもって充てる。 

２ 「わくラボ」には、学生の能動的・共同的な学習を支援するため、学習コンシェルジュを配

置する。 

３ 「わくラボ」の管理規定等については、図書館長が別に定める。 

（まちなかメディアラボ） 

第１０条 推進委員会は、地域を志向した地域課題への取り組みを支援するため、学外にアクテ

ィブ・ラーニングの拠点として「まちなかメディアラボ」（以下「まちラボ」という。）を設

置する。 

（１）「まちラボ」の管理は、まちなか振興支援室をもって充てる。 

２ 「まちラボ」には、学生の地域活動や学習支援、ICT を活用したサテライト教室等の取り組

みを支援するため、メディア表現指導員を配置する。 

３ 「まちラボ」の管理規定等については、まちなか振興支援室が別に定める。 

（関係組織等の協力） 

第１１条 推進委員会は、業務の遂行上必要があるときは、関係組織等に対し、教職員の出席や

資料の提出など必要な協力を要請することができる。 

２ 前項の要請があった場合、関係組織等は推進委員会に積極的に協力しなければならない。 

（事務） 

第１２条 推進委員会の事務は、大学事務局において行うものとする。 

（補則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、推進委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附  則 この規程は、平成 26 年 12 月１日から施行する。 
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稚内北星学園大学 COC 推進連絡会議規程 

平成 27 年３月 23 日 制定 

（目的及び設置） 

第１条 文部科学省より採択された「地域の教育力向上とまちづくりで協働する地（知）の拠点

整備事業」（以下「事業」という。）における大学と地域との連携を円滑に推進するため、稚

内北星学園大学に COC 推進連絡会議（以下「推進連絡会議」という。）を設置する。 

（業務） 

第２条 推進連絡会議は、次の各号の業務を行う。 

（１）事業の推進にかかる成果の確認及び課題の整理並びに翌年への改善・提言に関すること 

（２）大学と連携した自治体関係部署及び関係機関・団体との協力・連絡調整等に関すること 

（３）COC 推進委員会（以下「推進委員会」という。）への要望や意見の集約に関すること 

（４）その他、大学と地域との連携を円滑に推進するために必要なこと 

（組織） 

第３条 推進連絡会議の委員は、次に掲げる者をもって組織する。 

（１）学長「事業推進代表者」並びに学部長「事業推進責任者」 

（２）本事業の連携及び協力・連絡調整等に関わる自治体及び関連機関・団体の関係者 

（３）地域教育支援室長並びに副室長 

（４）まちなか振興支援室長並びに副室長 

（５）地域観光支援室長並びに副室長 

（６）学生 COC 支援室長並びに副室長 

（７）図書館長「わくほくメディアラボ室長」 

（８）COC プログラムオフィサー 

（９）学習コンシェルジュ並びにメディア表現指導員 

（10）その他、学長「事業推進代表者」が必要と認めた者 

（議長） 

第４条 推進連絡会議に議長を置き、学長「事業推進代表者」をもって充てる。 

２ 議長は、推進連絡会議の業務を総理する。 

３ 議長に事故があるときは、あらかじめ議長の指名する委員がその職務を代行する。 

（会議） 

第５条 推進連絡会議は、議長が招集し、必要に応じて開催する。 
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（事務） 

第６条 推進連絡会議の事務は、大学事務局において行うものとする。 

（補則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、推進連絡会議の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 この規定は、平成 27 年３月 23 日から施行する。 

 

 

稚内北星学園大学地（知）の拠点整備事業外部評価に関する要綱 

平成 27 年４月６日制定 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地（知）の拠点事業に関する「地域の教育力向上とまちづくりで協働する

地（知）の拠点整備事業(以下「大学 COC 事業」という。)」の実施について、外部における

事業評価に関して必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 外部の事業評価機関として「地(知)の拠点整備外部事業評価委員会(以下「評価委員会」

という。)」を設置する。 

（任務） 

第３条 評価委員会は、稚内北星学園大学の実施する大学 COC 事業における事業実績について学

長の諮問に応じ、別に定める評価の実施要領に基づいて評価及び評価に際して必要な事項を

行う。 

（組織） 

第４条 評価委員会は、次の委員をもって組織する。 

 一 他大学の地域志向教育や研究等に精通する研究者 １名 

 二 連携自治体以外の地域振興関係行政機関の職員 １名 

 三 一般の有識者 若干名 

２  前項各号の委員は学長が委嘱する。 

３ 第１項各号の委員の任期は２年とし再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の補

欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

（運営） 

第５条 評価委員会に委員長を置き、委員の互選により選出する。 

第６条 評価委員会の招集は、必要に応じ学長が行う。 
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第７条 評価委員会は、必要に応じ委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

（報告） 

第８条 評価委員会は、評価結果について学長に報告しなければならない。 

（庶務） 

第９条  評価委員会に関する庶務は、大学事務局総務課において処理する。 

（雑則） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この要綱は、平成 27 年４月 20 日から施行する。 

２ この要綱施行後、最初に選出された第４条第１項各号の委員の任期は、同条第３項の規定に

かかわらず、平成 29 年３月 31 日までとする。    

 

 

稚内北星学園大学「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」におけるプログラムオフィ

サーの任務（通達） 

平成 27 年２月１日 制定 

稚内北星学園大学 COC 推進委員会規程（平成 26 年 12 月１日）第６条第２項に規定する「プロ

グラムオフィサーの業務の詳細な内容」について、以下のとおりとする。 

この通達は、平成 27 年２月１日から施行する。 

 

稚内北星学園大学「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」における 

プログラムオフィサーの任務 

 本学 COC 事業「地域の教育力向上とまちづくりで協働する地（知）の拠点整備」におけるプロ

グラムオフィサーは、事業全体の進捗状況を把握しながら、学外との円滑な連携協力を図るとと

もに、適切な評価システムを整備することを任務とする。COC 推進委員会は、プログラムオフィ

サーから計画の改善・見直し等の提言があった場合には、すみやかに検討を行い、改善・見直し

計画案等を策定するものとする。 

（１）進捗状況の把握 

・「COC 推進委員会」や「地域活動報告会」への出席ならびに当該委員会からの情報提供により、

事業全体の進捗状況を把握する。 
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・①地域の教育力向上 ②観光まちづくり ③中心市街地活性化という本学 COC 事業の掲げた課

題それぞれについて議論や取り組み、実施環境、地域連携、人的配置、広報などが適切であ

るかを点検するとともに、全体のバランスにも配慮して必要な助言を行う。 

・各「支援室」の社会貢献活動等、地域と連携する活動について、適宜現場への視察を行う。 

・実施計画の内容およびスケジュール設定などについて、COC 推進委員会または事業推進責任

者に対して、必要な変更・調整について提起する。 

・状況に応じた事業全体の方向性の改善ならびに新たな活動内容について、COC 推進委員会ま

たは事業推進責任者に対して提起を行う。 

（２）連携協力への支援 

・稚内市ならびに宗谷地域の自治体・企業・機関・団体との連携協力を強化するために、仲介・

調整・視察・広報など必要な活動を行う。 

・「COC 推進連絡会議」の構成員選定につき COC 推進委員会または事業推進責任者に対して助言

するとともに、当該会議の企画立案に参画する。 

・連携対象の追加および当該対象との連携課題設定について提起・調整する。 

・「COC 地域シンポジウム」「COC 全国シンポジウム」の企画立案に関して、COC 推進委員会また

は事業推進責任者に対して助言を行う。 

（３）評価システムの整備 

・「COC 外部評価委員会」の構成員選定につき、COC 推進委員会または事業推進責任者に対して

助言するとともに、評価基準・方法について提起する。 

・「地域志向教育研究経費」の採択基準の策定および採択につき必要な助言を行うとともに、研

究成果に対する評価に参画する。 

・経費使用の適切性について、COC 推進委員会に対して必要な意見を述べる。 

 

 

  





 

 

 

 

問い合わせ先 

 

稚内北星学園大学 

ＣＯＣ推進委員会事業推進室（事務局総務課） 

 

〒097-0013 北海道稚内市若葉台１丁目 2290-28 

ＴＥＬ 0162-32-7511 

ＦＡＸ 0162-32-7500 

Ｅ-mail info＠wakhok.ac.jp 

 

わくほくＣＯＣホームページ 

http://coc.wakhok.ac.jp/ 

 

 

ＣＯＣ推進委員会平成 26 年度事業実施報告書編集小委員会 委員一覧 

      斉藤 吉広（学長／教授／事業推進代表者） 

      手島 孝通（客員教授／プログラムオフィサー） 

      小谷 彰宏（准教授／ＣＯＣデザイン堂） 

      黒木 宏一（講師／事業推進室長） 

高   澍（特任助教／学習コンシェルジュ） 

 中野 窓香（メディア表現指導員） 

      向  光宏（事務局総務課／事業推進室） 
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